
●編集・発行 一般社団法人 雇用問題研究会 
●http://www.koyoerc.or.jp

職業研究 2021
No.1

特集 ●キャリア教育においてVRTをいかに活用するか／中学生編

■連載

しごとインタビュー　信用金庫支店長　石上　宙さん
わが社の人材開発 株式会社オーネックス
企業研修の現場から　浅野衣子
職業能力開発の現場から　大分高等技術専門校
キャリアセンター通信　山形大学（理学部）

キャリア指導の現場から　千葉吉裕
スクールカウンセラー風便り　金屋光彦
キャリアカウンセリングの現場から　加藤　駿

中学校における職業レディネス・テストの活用 
―能力面だけではない総合的な個性理解のために―
独立行政法人 労働政策研究・研修機構 特任研究員　室山晴美

中学校実践事例

職業レディネス・テスト　現場での活用の実際
元川崎市立稲田中学校教諭／キャリアコンサルタント　齋藤　茂

職業レディネス・テスト
　テストの概要
　個人結果事例
　職場体験の事前学習に
　職業と仕事
　テストの流れ――授業やガイダンスでの実施

職業レディネス・テスト



●編集・発行
〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル2階●電話 03-5651-7071

一般社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp

●ホームページ内「職業研究」ページでは、本誌バックナンバーがPDFファイルでご覧いただけます。
　テーマ別に特集記事を探すこともできます。キャリア支援のヒントとしてご活用ください。

2021職業研究
●2021年4月20日発行

No.1

特集

巻頭言　

中学校における職業レディネス・テストの活用
―能力面だけではない総合的な個性理解のために―
独立行政法人 労働政策研究・研修機構 特任研究員
室山晴美 ———————————————————————— 3

中学校実践事例　

職業レディネス・テスト　現場での活用の実際
齋藤　茂　元川崎市立稲田中学校教諭／キャリアコンサルタント —————— 4

職業レディネス・テスト

　テストの概要 ————————————————————— 6

　個人結果事例 ————————————————————— 8

　職場体験の事前学習に ————————————————— 10

　職業と仕事 —————————————————————— 11

　テストの流れ――授業やガイダンスでの実施 ———————— 12

連載

●しごとインタビュー

信用金庫の役割を信じ、
地域経済に欠かせないサポーターとして行動する
石上　宙さん　信用金庫支店長 ———————————————— 14

●わが社の人材開発

多角的な人材教育制度で、多能工を育成する
株式会社オーネックス —————————————————— 16

●企業研修の現場から 11-1

コミュニケーションって何？
浅野衣子　株式会社キャリア開発サポーターズ 代表取締役 ———————— 17

●職業能力開発の現場から

独自の合同企業説明会で就職支援の質の向上を目指す
大分高等技術専門校 ——————————————————— 18

●キャリアセンター通信

組織介入を主軸としたキャリア支援  〜理学部組織での取り組み〜
山形大学（理学部） ————————————————————— 19

●キャリア指導の現場から㊸

共通テストが始まった
千葉吉裕
東洋大学経営学部 非常勤講師／公益財団法人 日本進路指導協会 理事・調査部長  —— 20

●スクールカウンセラー風便り 第45回

体の距離と心の密
 －子どもたちの自己肯定感を考える　その10－
金屋光彦　東京都スクールカウンセラー（臨床心理士／公認心理師） ———— 21

●キャリアカウンセリングの現場から 26-1

不安で辛い状態から前向きな気持ちへ
加藤　駿　駒澤大学　キャリアセンター —————————————— 22

中学生の段階で「やがて自分が働くことになる」という
意識をリアルに持っていたり、自分の将来を具体的に
考えている生徒はあまりいないかもしれません。
しかしながら、能力や興味・関心が徐々に多様化し、社
会性が発達するとともに、自我意識が高まる時期にも
ある中学生にとって、一人ひとりの社会的・職業的自
立に向けて必要な能力等を育てる「キャリア教育」の
重要性は高いでしょう。
キャリア教育を推進する取り組みの一つとして位置づ
けられている職場体験。その事前学習のためのツー
ルの例として挙げられることもある「職業レディネス・テ
スト」（VRT）について、中学でのキャリア教育におい
てどのように活用することができ、いかに有効なのか、
ご紹介します。

キャリア教育においてVRTを
いかに活用するか／中学生編

特集

読者アンケート＆当会発行図書プレゼント !
編集部では、今後の誌面作りに役立てるため、読者の
皆様の声をお待ちしております。WEB アンケートヘ
ご協力いただいた方に、ご希望の図書を差し上げます。
詳しくはこちらにてご覧ください。
　http://www.koyoerc.or.jp
　
　QR コードからもアクセスできます。
　（一部の携帯電話は対応しておりません。ご了承ください。）

職業レディネス・テスト



3　職業研究――2021 No.1

用
し
う
る
内
容
・
形
式
と
す
る
こ
と
、
第
四

に
実
施
の
た
め
の
所
要
時
間
は
教
示
等
に
要

す
る
時
間
も
含
め
て
約
40
分
以
内
と
す
る
こ

と
、
第
五
に
適
用
範
囲
は
中
学
校
、
高
等
学

校
の
在
校
生
と
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
検
査
開
発
の
経
緯
や
構
想

を
考
え
て
み
る
と
、
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ

ス
ト
の
役
割
は
、
中
学
生
や
高
校
生
に
向
け

て
、
自
分
が
で
き
る
こ
と
や
得
意
な
作
業
の

よ
う
な
能
力
面
だ
け
で
は
な
く
、
好
き
な
こ

と
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
こ
と
、
や
っ
て
み

た
い
仕
事
や
作
業
な
ど
の
態
度
的
側
面
も
含

め
て
、
将
来
の
進
路
や
仕
事
を
考
え
て
い
く

た
め
の
資
料
を
提
供
す
る
こ
と
に
あ
る
と
言

え
る
。
そ
し
て
、
学
校
で
の
進
路
相
談
に
お

い
て
、
教
師
と
生
徒
が
共
有
で
き
る
有
効
な

資
料
と
な
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
と
理

解
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
回
の
特
集
で
は
、
中
学
校

に
お
け
る
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
の
活

用
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
近
年
は
、
中

学
校
卒
業
後
す
ぐ
に
就
職
す
る
者
は
ご
く
少

数
と
な
っ
た
一
方
、
従
来
に
比
べ
て
中
高
一

貫
校
も
増
え
て
お
り
、
高
校
受
験
が
必
須
で

は
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
と
い
う
状
況
の
変

化
は
あ
る
が
、
中
学
校
の
３
年
間
は
生
徒

た
ち
に
と
っ
て
義
務
教
育
の
最
終
期
間
で
あ

り
、
卒
業
後
の
進
路
や
職
業
選
択
に
向
け
た

大
事
な
時
期
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
。小

学
校
を
卒
業
し
中
学
校
に
入
る
と
、
生

徒
た
ち
は
様
々
な
課
題
に
取
り
組
ま
な
く
て

は
な
ら
な
い
。
学
業
面
で
は
学
習
範
囲
が
広

が
る
だ
け
で
な
く
、
教
科
内
容
の
専
門
性
の

水
準
が
上
が
り
情
報
量
も
多
く
な
る
。ま
た
、

学
業
以
外
で
も
部
活
動
な
ど
を
通
し
て
行
動

範
囲
も
広
が
り
、
そ
の
中
で
形
成
さ
れ
る
対

人
関
係
や
果
た
す
べ
き
役
割
も
増
え
る
。
中

学
校
の
３
年
間
は
、
学
業
や
様
々
な
学
校

内
外
の
活
動
を
通
し
て
将
来
の
進
路
や
職
業

選
択
に
向
け
た
土
台
が
築
か
れ
る
期
間
で
あ

り
、
進
路
に
対
す
る
意
識
面
で
も
、
卒
業
後

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
向
け
て
、
漠
然
と
し
た

状
態
か
ら
何
ら
か
の
方
向
性
を
見
出
せ
る
よ

う
に
探
索
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
時

期
で
あ
る
。

同
時
に
、
こ
の
時
期
の
生
徒
は
心
身
が
大

き
く
変
化
し
発
達
す
る
成
長
段
階
に
当
た

り
、
思
春
期
の
始
ま
り
と
と
も
に
自
己
や
他

者
へ
の
関
心
が
高
ま
り
、
自
己
認
識
も
深

ま
っ
て
い
く
。
特
に
学
業
や
部
活
動
で
の
実

績
評
価
等
を
通
し
て
他
者
と
自
分
の
能
力
を

比
較
し
、
自
分
が
思
い
描
い
て
い
る
理
想
と

現
実
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
直
面
し
、
将
来
の
進

路
選
択
に
悩
み
や
迷
い
を
感
じ
る
場
面
も
多

く
な
る
だ
ろ
う
。

そ
の
よ
う
な
と
き
に
、
学
業
成
績
等
か
ら

少
し
離
れ
て
、
好
き
な
作
業
、
普
段
の
生
活

態
度
、自
信
を
持
て
る
こ
と
に
焦
点
を
当
て
、

各
自
の
個
性
を
総
合
的
に
捉
え
る
よ
う
な
視

点
を
提
供
す
る
こ
と
は
、
進
路
選
択
に
向
け

て
、
生
徒
の
自
己
理
解
を
深
め
た
り
教
師
の

生
徒
理
解
を
促
し
た
り
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

学
校
教
育
で
の
利
用
を
念
頭
に
置
い
て
開

発
さ
れ
た
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
が
掲

げ
て
い
る
目
標
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
資

料
と
し
て
の
役
割
で
あ
り
活
用
な
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
は
、
主
に
中

学
生
、
高
校
生
を
対
象
と
し
て
、
職
業
選
択

に
向
け
た
発
達
的
な
準
備
度
を
測
定
す
る
た

め
の
検
査
と
し
て
１
９
７
０
年
代
に
開
発
さ

れ
た
。
そ
れ
か
ら
約
50
年
の
歳
月
が
過
ぎ
て

い
る
が
、
そ
の
間
に
改
訂
を
重
ね
な
が
ら
現

在
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
検
査
は
、
労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
の
前
身
で
あ
る
職
業
研
究
所
に
よ
っ
て
開

発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
開
発
当
初
の
資

料
を
読
む
と
、
当
時
、
中
学
校
や
高
等
学
校

を
卒
業
し
就
職
し
た
生
徒
た
ち
の
多
く
が
早

期
に
離
職
す
る
と
い
う
状
況
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
の
理
由
と
し
て
、
生
徒
の
自
己
理
解
の
不

足
、
お
よ
び
能
力
重
視
の
進
路
指
導
に
よ
る

教
師
と
生
徒
の
相
互
理
解
の
不
充
分
さ
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
ま
で
の
進

路
指
導
で
多
く
用
い
ら
れ
て
き
た
能
力
面
の

把
握
を
目
的
と
す
る
テ
ス
ト
資
料
で
は
教
師

と
生
徒
の
両
者
を
結
び
付
け
る
役
割
を
果
た

す
こ
と
は
難
し
い
と
さ
れ
、
常
に
変
化
し
て

い
く
生
徒
を
全
体
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う

な
検
査
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
テ
ス
ト
開
発
の
構
想
と
し
て

は
次
の
五
つ
が
示
さ
れ
て
い
る
。

第
一
に
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス（
準
備
性
）の

要
素
に
は
態
度
的
側
面
と
能
力
的
側
面
が
考

え
ら
れ
る
が
、
こ
の
検
査
で
は
態
度
的
側
面

の
う
ち
の
職
業
志
向
性
を
取
り
上
げ
る
こ

と
、
第
二
に
職
業
志
向
性
を
捉
え
る
た
め

に
、
一
般
的
興
味
、
職
業
的
興
味
お
よ
び
そ

の
間
に
介
在
す
る
適
性
能
力
に
関
す
る
配
慮

と
い
う
三
者
を
構
造
的
に
組
み
込
む
こ
と
、

第
三
に
検
査
結
果
は
、
教
師
あ
る
い
は
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
と
生
徒
と
の
相
談
資
料
と
し
て
活
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科
・
特
別
活
動
の
役
割
、
ね
ら
い
を
理
解
し
、

明
確
に
す
る
こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。

・
９
教
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
の
目

的
・
ね
ら
い
:
９
教
科
は
、
い
ろ
い
ろ
な

情
報
を
正
確
に
理
解
し
、
適
切
に
取
捨
選

択
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
。

・
特
別
活
動
の
目
的
・
ね
ら
い
:
行
事
、
生

徒
会
活
動
、
部
活
動
、
学
級
活
動
は
、
学

び
、
考
え
、
計
画
し
た
こ
と
を
疑
似
社
会

で
実
践
す
る
場
で
あ
る
こ
と
。

・
中
学
校
で
の
活
動
は
、
１
年
生
、
２
年

生
、
３
年
生
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
あ

り
、
そ
れ
を
自
覚
す
る
こ
と
。
そ
れ
は
初

心
者
、
中
堅
、
リ
ー
ダ
ー
な
ど
の
一
般
的

な
社
会
活
動
に
も
似
て
い
る
。
特
に
特
別

活
動
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要

で
、
そ
れ
を
磨
く
場
で
も
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
こ
と
を
伝
え
、
こ
れ
か
ら

中
学
校
で
学
習
す
る
目
的
、
特
別
活
動
の
ね

ら
い
な
ど
を
意
識
し
て
活
動
し
て
も
ら
い
ま

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
小
学
・
中
学
段
階
の

キ
ャ
リ
ア
教
育
が
必
要
で
す
。

私
が
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
担
当
し
た
学
年
の

３
年
間（
２
０
１
５
~
２
０
１
８
年
）
の
例

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
年
生

１
　
中
学
校
で
学
ぶ
目
的
を
伝
え
る

１
年
生
に
中
学
校
で
学
ぶ
目
的
を
伝
え
る

授
業
を
行
い
ま
す
。
テ
ー
マ
は
、
中
学
校

の
学
び
と
社
会
生
活
の
関
係
を
伝
え
る「
な

ぜ
勉
強
す
る
の
？
」
で
す
。
時
期
は
学
校
生

活
に
慣
れ
、
体
育
祭
・
文
化
祭
な
ど
大
き
な

行
事
を
体
験
し
、「
３
年
生
は
す
ご
い
」
と

感
じ
ら
れ
た
後
で
す
。
高
校
へ
の
進
学
率
が

98
％
以
上
と
い
う
現
状
か
ら
、
高
校
受
験
科

目
の
得
点
ア
ッ
プ
に
生
徒
、
保
護
者
の
関
心

が
偏
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
ま
ず
各
教

「
注
意
、
欠
点
を
指
摘
さ
れ
る
こ
と
を
極

端
に
嫌
う
」

「
素
の
自
分
を
出
せ
な
い
」

「
黙
っ
て
い
て
気
力
が
感
じ
ら
れ
な
い
」

︱
︱
最
近
、
中
学
生
の
中
に
そ
ん
な
生
徒
が

多
く
な
っ
た
気
が
し
ま
す
。
自
分
の
将
来
が

何
と
な
く
不
安
で
、
自
分
は
ダ
メ
だ
と
い
う

劣
等
感
を
持
っ
て
中
学
校
に
入
学
し
て
く
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
不
登
校
の
生
徒
が
多
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
気
に
な
り
ま
す
。

そ
ん
な
中
学
生
に
、
ま
ず
小
学
校
時
代
か

ら
引
き
ず
っ
て
き
て
い
る
劣
等
感
を
な
く
す

た
め
に
、
小
さ
な
成
功
体
験
を
積
み
重
ね
、

自
信
を
つ
け
、
有
能
感
を
獲
得
し
て
も
ら
い

ま
す
。
そ
の
後
、
自
分
の
興
味
、
能
力
、
価

値
観
を
見
つ
け
、
そ
れ
ら
を
満
足
さ
せ
て
く

れ
そ
う
な
職
業
に
つ
い
て
調
べ
始
め
る
、
そ

の
よ
う
な
中
学
生
に
な
れ
た
ら「
人
生
を
デ

ザ
イ
ン
し
、
活
き
活
き
人
生
を
送
る
」
こ
と

に
向
か
っ
て
進
め
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

す
。

２
　
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス・テ
ス
ト
の
実
施

夏
休
み
後
に
、
ホ
ラ
ン
ド
の
職
業
選
択
理

論
に
基
づ
く
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト︹
第

３
版
︺（
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）を
実
施
し
ま
す
。
自
分
で

回
答
用
紙
を
集
計
し
、
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル（
Ｗ

Ｏ
Ｒ
Ｋ
１
~
３
）を
作
成
し
ま
す
。

自
己
集
計
を
す
る
こ
と
で
、
興
味
の
あ
る

職
業
が
ど
の
職
業
領
域
に
あ
る
か
を
知
り
、

今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
多
く
の
具
体
的
職
業

名
に
触
れ
、
気
に
な
る
職
業
を
調
べ
る
き
っ

か
け
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

２
年
生

３
　
職
場
体
験
学
習

２
年
生
で
は
、
地
元
企
業
を
中
心
に
仕
事

を
体
験
し
ま
し
た
。
職
場
体
験
学
習
を
通
し

元
川
崎
市
立
稲
田
中
学
校
教
諭

キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

齋
藤

　茂

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト

現
場
で
の
活
用
の
実
際

中学校
実践事例
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て
、
働
く
こ
と
の
目
的
は
収
入
を
得
る
た
め

だ
け
で
な
く
、
人
に
よ
っ
て
は
家
族
・
家
庭
、

自
分
の
健
康
、
社
会
貢
献
、
職
場
で
の
役
割

を
果
た
す
、
良
い
友
人
関
係
を
作
る
、
自
分

の
成
長
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
獲
得
な
ど

い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を
伝
え
ま
す
。

４
　
中
学
校
卒
業
後
の
進
路
決
め
に

つ
い
て
「
な
ぜ
受
験
す
る
の
？
」
を

テ
ー
マ
に
授
業

３
年
生
に
な
る
前
に
、
今
後
社
会
生
活
を

送
っ
て
い
く
中
で
出
会
う「
転
機
」
の
乗
り

越
え
方
を「
受
験
」を
使
っ
て
伝
え
ま
し
た
。

①
受
験
の
意
思
決
定
、②
自
己
の
再
評
価
、

③
受
験
先
の
特
定
、
④
情
報
収
集
、
⑤
仮
決

定
、
⑥
訓
練
・
練
習
、
⑦
入
学
・
就
職
手
続

き
、
⑧
途
中
で
疑
問
を
感
じ
た
ら
何
度
で
も

前
の
段
階
に
戻
っ
て
や
り
直
せ
ば
よ
い
こ
と

な
ど
。

３
年
生

５
　
卒
業
前
に
２
回
目
の
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を   

実
施

今
回
は
同
学
年
に
３
年
間
担
当
だ
っ
た
た

め
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
２
回
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

１
年
時
は
自
己
集
計
で
し
た
が
、
３
年
時

は
雇
用
問
題
研
究
会
に
よ
る
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
判
定
を
利
用
し
ま
し
た
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

判
定
を
参
考
に
し
た
振
り
返
り
と
２
回
実
施

す
る
こ
と
で
六
つ
の
職
業
的
志
向
性
、
三
つ

の
基
礎
的
志
向
性
の
理
解
が
深
ま
り
、
社
会

人
一
人
ひ
と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担
さ
れ

た
仕
事
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
全
体
が

回
っ
て
い
る
と
理
解
す
る
生
徒
も
い
ま
し

た
。１

年
時
と
３
年
時
の
変
化
を
見
る
と
、
異

な
っ
た
領
域
に
興
味
が
移
っ
た
生
徒
が
約
５

割
い
ま
し
た
。
領
域
に
よ
っ
て
は
７
割
の
生

徒
が
変
わ
っ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。
変

わ
ら
な
い
生
徒
も
興
味
・
自
信
の
あ
る
こ
と

が
明
確
に
な
っ
て
き
た
な
ど
の
声
が
あ
り
ま

し
た
。

６
　
ま
と
め

中
学
校
の
活
動
は
何
の
た
め
に
や
っ
て
い

る
の
か
、
目
先
の
高
校
受
験
に
捉
わ
れ
ず
、

ね
ら
い
・
目
的
を
理
解
し
て
活
動
さ
せ
る
こ

と
が
大
事
で
す
。
こ
れ
ら
の
目
的
を
達
成
す

る
に
は
、
教
員
・
保
護
者
の
生
徒
の
支
援
も

大
切
で
す
。
具
体
的
に
は「
わ
か
ら
な
い
こ

と
は
、
勇
気
を
出
し
て
友
達
に
納
得
す
る
ま

で
聞
く
。
聞
か
れ
た
ら
笑
顔
で
答
え
、
納
得

し
て
も
ら
え
る
ま
で
粘
り
強
く
説
明
す
る
。

そ
う
す
る
こ
と
で
自
分
と
友
達
ど
ち
ら
も
難

し
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
ね
」「
で
き
る
こ
と
は
手
を
抜

か
な
い
で
全
力
で
や
る
。
そ
れ
を
続
け
て
い

く
と
自
信
を
も
っ
て
で
き
る
こ
と
が
増
え
、

も
っ
と
上
級
レ
ベ
ル
の
で
き
る
こ
と
が
見
え

て
く
る
よ
」
な
ど
普
段
の
関
わ
り
の
中
で
伝

え
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

授
業
・
体
験
後
の
振
り
返
り
で
の
生
徒
の

感
想
な
ど
に
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。

■「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
？
」

・
少
し
勉
強
し
よ
う
か
な
と
思
っ
た
。

・
勉
強
す
る
意
味
が
変
わ
っ
た
。

・
今
ま
で
高
校
受
験
の
た
め
だ
と
思
っ
て
い

た
。

・
で
き
る
こ
と
を
や
れ
ば
い
い
ん
だ
。

■
職
場
体
験
学
習

・
仕
事
は
お
金
儲
け
と
思
っ
て
い
た
が
、

も
っ
と
他
に
多
く
あ
っ
た
。

・
体
験
し
て
楽
し
か
っ
た
。

・
喜
ん
で
も
ら
っ
て
嬉
し
か
っ
た
。

■「
な
ぜ
受
験
す
る
の
？
」

・
自
分
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
。

・
転
機
は
自
分
を
成
長
さ
せ
る
。

・
人
生
を
楽
し
め
そ
う
だ
。

こ
れ
ら
の
振
り
返
り
か
ら
小
さ
な
成
功
体

験
を
積
み
重
ね
た
こ
と
で
、
自
分
は
や
れ
ば

で
き
る
と
い
う
自
信
が
付
い
て
き
た
と
思
い

ま
す
。

標
準
化
さ
れ
た
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス

ト
の
結
果
か
ら
、
自
分
自
身
を
客
観
的
に
見

る
こ
と
が
で
き
、
自
分
が
納
得
し
た
興
味
・

能
力
・
価
値
観
が
明
確
に
な
り
、
自
分
の
好

き
な
こ
と
・
仕
事
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
確
立
へ
と
進
ん

で
い
き
ま
す
。自
分
の
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
、

興
味
あ
る
職
業
に
就
く
に
は
ど
ん
な
力
が
不

足
し
て
い
る
の
か
、そ
の
力
は
付
き
そ
う
か
、

い
つ
ま
で
に
付
け
れ
ば
よ
い
か
な
ど
が
見
え

て
き
て
、
将
来
の
不
安
が
減
少
す
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
私
が
生
徒
に
希
望
し
て
い

る「
人
生
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
活
き
活
き
人
生

を
送
る
」
こ
と
に
向
け
て
進
ん
で
い
く
た
め

に
は
、
職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト
は
な
く

て
は
な
ら
な
い
も
の
で
す
。

７
　
課
題
と
対
策

課
題
も
い
く
つ
か
見
つ
か
り
ま
し
た
が
、

解
決
策
と
し
て
次
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。

●
教
員
の
共
通
理
解
を
図
る
た
め
の
研
修
時

間
が
と
れ
な
い

→
年
度
初
め
や
夏
季
休
業
中
に
研
修
を
実
施

し
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
が
生
徒
の
自
立
・
自

律
に
有
効
で
あ
る
と
い
う
共
通
理
解
を
図

る
。

●
保
護
者
の
協
力
が
少
な
い

→
保
護
者
に
は
新
入
生
保
護
者
説
明
会
（
内

容
は
「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
？
」
の
大
人

版
）
、
全
体
授
業
の
参
加
を
呼
び
掛
け
、

集
団
活
動
が
生
徒
の
成
長
に
は
欠
か
せ
な

い
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
。

●
全
体
授
業
「
な
ぜ
勉
強
す
る
の
？
」
「
な

ぜ
受
験
す
る
の
？
」
の
時
間
や
Ｖ
Ｒ
Ｔ
実

施
時
間
が
と
れ
な
い

●
予
算
が
と
れ
な
い

→
時
間
・
予
算
は
、
年
間
計
画
作
成
時
に
入

れ
て
も
ら
う
こ
と
で
確
保
す
る
。
私
が
実

施
す
る
全
体
授
業
・
研
修
で
は
、
振
り
返

り
や
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
授
業
内
容
を

改
善
、
時
間
短
縮
す
る
こ
と
に
努
め
る
。
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●
興
味
と
自
信
、
基
礎
的
志
向
性

職
業
レ
デ
ィ
ネ
ス
・
テ
ス
ト（
Ｖ
Ｒ
Ｔ
）は
、

「
職
業
に
対
す
る
興
味
・
自
信
の
傾
向（
職
業

志
向
性
）」
と「
日
常
生
活
で
の
興
味
の
傾
向

（
基
礎
的
志
向
性
）」を
と
ら
え
る
も
の
で
す
。

自
ら
の
興
味
・
関
心
や
日
常
生
活
で
の
志

向
性
を
手
が
か
り
に
し
て
、
自
分
は
ど
の
よ

う
な
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
か
を
考
え
、
自

覚
し
、
進
路
や
将
来
の
職
業
・
キ
ャ
リ
ア
と

関
連
づ
け
た
探
索
が
で
き
ま
す
。

興
味
・
関
心
は
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を

反
映
し
、
表
す
も
の
で
あ
り
、
価
値
観
、
態

度
な
ど
と
と
も
に
、
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
形

成
す
る
要
素
の
一
つ
で
す
。

●
Ｒ
Ｉ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｃ
︱
︱
ホ
ラ
ン
ド
に
よ
る

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ・タ
イ
プ
の
６
類
型

ア
メ
リ
カ
の
心
理
学
者
Ｊ
・
Ｌ
・
ホ
ラ
ン

ド
は
、
個
人
の
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
・
タ
イ
プ

を
Ｒ
・
Ｉ
・
Ａ
・
Ｓ
・
Ｅ
・
Ｃ
と
い
う
６
類
型

に
分
類
し
、
ま
た
人
が
働
く
環
境
に
も
そ
の

６
類
型
の
モ
デ
ル
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。

「
同
じ
職
業
環
境
に
い
る
人
々
は
共
通
す

る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
持
つ
傾
向
が
あ
る
。

人
は
、
自
分
の
持
っ
て
い
る
技
能
や
能
力
が

活
か
さ
れ
、
価
値
観
や
態
度
を
表
現
で
き
、

自
分
の
納
得
で
き
る
役
割
や
課
題
を
引
き
受

け
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な
環
境
を
求
め
る
」

と
し
、
実
際
は
人
間
は
多
種
多
様
で
す
が
、

六
つ
に
類
型
化
す
る
こ
と
で
職
業
選
択
の
際

の
ヒ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
と
考
え
た
の
で
す
。

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
興
味
・
自
信
度
の
測
定
に
は
、

そ
の
６
類
型
の
尺
度
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

基
礎
的
志
向
性
に
は
Ｄ（
対
情
報
）・
Ｐ（
対

人
）・
Ｔ（
対
物
）
の
３
尺
度
が
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。

●
自
分
の
個
性
、
自
分
の
将
来
に
つ
い

て
考
え
る

Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
基
本
的
に
中
学
生
、
高
校
生
を

主
な
対
象
と
し
て
作
ら
れ
て
い
る
た
め
、
各

項
目
の
表
現
も
わ
か
り
や
す
く
、ま
た
興
味
・

自
信
の
傾
向
か
ら
自
分
の
特
徴
を
把
握
す
る

も
の
な
の
で
、
受
検
者
の
心
理
的
な
抵
抗
も

あ
ま
り
な
く
実
施
で
き
ま
す
。

具
体
的
な
職
業
選
択
に
は
ま
だ
ピ
ン
と
来

な
い
と
し
て
も
、
こ
の
時
期
に
自
分
の
将
来

に
つ
い
て
考
え
て
み
る
機
会
を
持
つ
こ
と
は

大
切
で
す
。
自
分
の
個
性
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
先
ど
の
よ
う
な
進

路
、
進
学
先
を
選
べ
ば
よ
い
の
か
、
ど
の
よ

う
な
生
き
方
を
し
、
ど
ん
な
人
生
を
送
り
た

い
の
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
考
え
る

き
っ
か
け
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

中
学
生
の
段
階
で
は
ま
だ
職
業
に
つ
い
て

の
知
識
が
少
な
く
、職
業
意
識
も
希
薄
で
す
。

ま
ず
は
社
会
に
ど
ん
な
職
業
が
あ
る
の
か
を

知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
Ｖ
Ｒ
Ｔ
は
問
題
項

目
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
業
の
簡
単
な
職
務
記
述

に
な
っ
て
お
り
、
生
徒
に
と
っ
て
そ
の
ま
ま

職
業
情
報
と
し
て
役
立
ち
ま
す
。
そ
し
て

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
結
果
の
整
理
・
解

釈
を
進
め
、
職
業
に
つ
い
て
意
識
し
、
考
え

な
が
ら
、
興
味
の
範
囲
や
視
野
を
広
げ
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
時
期
の
職
業
興
味
は
、
様
々
な
経
験

や
活
動
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
く
可

能
性
が
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
結
果
を
固
定

的
に
解
釈
せ
ず
、
将
来
を
見
据
え
た
と
き
に

ど
の
よ
う
な
段
階
に
あ
る
か
と
い
う
視
点
を

重
視
し
た
ほ
う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

●職業興味と自信

R 現実的職業領域 機械や物体を対象とする具体的で実際的な仕事や活動の領域

I 研究的職業領域 研究や調査のような研究的、探索的な仕事や活動の領域

A 芸術的職業領域 音楽、美術、文学等を対象とするような仕事や活動の領域

S 社会的職業領域 人と接したり、人に奉仕したりする仕事や活動の領域

E 企業的職業領域 企画・立案したり、組織の運営や経営等の仕事や活動の領域

C 慣習的職業領域 定まった方式や規則、習慣を重視したり、それに従って行うような仕事や活動の領域

●日常生活の興味（基礎的志向性）

D 対情報関係志向 各種の知識、情報、概念などを取り扱うことに対して、個人の諸特性が方向づけられていることを示す。

P 対人関係志向 主として人に直接かかわっていくような活動に対して、個人の諸特性が方向づけられていることを示す。

T 対物関係志向 直接、機械や道具、装置などのいわゆるモノを取り扱うことに対して、個人の諸特性が方向づけられていることを示す。

●編著：独立行政法人 労働政策研究・研修機構
●対象：中学・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等
●実施所要時間：40～45分
●測定するもの：６つのタイプの職業分野への興味・関心、自信／３つの基礎的志向性

職業レディネス・テスト
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特集 キャリア教育でVRTをいかに活用するか／中学生編

RRealistic IInvestigative

CConventional AArtistic

SSocialEEnterprising

現実的職業領域 研究的職業領域

社会的職業領域企業的職業領域

慣習的職業領域 芸術的職業領域

Ａ検査

職業興味

Ｂ検査

基礎的
志向性

Ｃ
職務遂行の
自信度

検査

　P 対人志向 
自分を表現する

人の役にたつ
みんなと行動する

P1

P3
P2

T 対物志向

T2 自然に親しむ
T1 物をつくる

D 対情報志向
D1 情報を集める

D3 情報を活用する
D2 好奇心を満たす

構成

職業・仕事の内容を表す54項目に対してＡ検査は「やりたい」「どちらともいえない」「や
りたくない」、Ｃ検査は「自信がある」「どちらともいえない」「自信がない」の各３
段階で答えます。
Ａ検査では生徒の職業興味が、Ｃ検査では職務遂行の自信度が、ホランドの職業選択
理論に基づくＲ、Ｉ、Ａ、Ｓ、Ｅ、Ｃの６つの職業領域について測定され、プロフィー
ルで表示されます。

日常の生活行動について記述した64項目に対して「あてはまる」「あてはまらない」
で答え、職業への興味・関心の基礎となる志向性を測定します。
結果はＤ、Ｐ、Ｔの３つの方向性によるプロフィールで示され、基礎的志向性が同
じタイプでもサブタイプによりさらに細かく興味の特徴をみることができます。
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ら
。
や
り
た
い
こ
と
っ
て
特
に
な
い
。
Ｖ
Ｒ

Ｔ
の
結
果
も
全
体
に
低
く
て
、
何
に
興
味
が

あ
る
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
結

果
に
出
て
い
る
と
思
っ
た
。

家
事
と
か
う
ち
の
中
の
こ
と
が
好
き
な
の

で
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
専
業
主
婦
も
い
い
か

な
と
思
っ
て
た
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
正
直
仕

事
に
つ
い
て
興
味
を
持
っ
た
り
考
え
た
り
し

て
こ
な
か
っ
た
。
う
ち
の
母
は
専
業
主
婦
だ

し
。
で
も
、
結
婚
前
は
お
勤
め
し
て
仕
事
を

し
て
た
は
ず
だ
け
ど
、
ど
う
い
う
仕
事
か
一

度
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
今
度
聞
い

て
み
た
い
。
そ
う
言
え
ば
、
父
の
仕
事
に

つ
い
て
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
だ
け
で
実

際
ど
う
い
う
こ
と
を
し
て
い
る
の
か
よ
く
知

ら
な
い
。
考
え
て
み
れ
ば
そ
れ
も
な
ん
だ
か

な
っ
て
感
じ
で
、
よ
く
な
い
ね
。

専
業
主
婦
と
か
言
っ
て
な
い
で
、
自
分
で

で
き
る
こ
と
を
や
れ
る
よ
う
に
し
て
お
い
た

ほ
う
が
い
い
の
か
も
…
…
。

●
私
っ
て
意
識
低
い
系
？

こ
の
テ
ス
ト
は
、
こ
う
い
う
こ
と
は
や
り

た
い
か
と
か
、
や
る
自
信
が
あ
る
か
と
い
う

質
問
に
答
え
て
、
自
分
が
ど
う
い
う
タ
イ
プ

の
人
間
な
の
か
を
調
べ
て
る
ん
だ
と
い
う
こ

と
は
わ
か
っ
た
。
そ
れ
で
ど
う
い
う
仕
事
が

好
き
そ
う
か
っ
て
い
う
結
果
が
出
る
。

や
っ
て
み
た
後
、
や
っ
ぱ
り
私
も
い
つ
か

は
何
か
し
な
き
ゃ
い
け
な
い
、
大
人
に
な
れ

ば
み
ん
な
社
会
に
出
て
働
か
な
い
と
い
け
な

い
ん
だ
ろ
う
な
と
思
っ
た
。
い
ま
は
親
に

養
っ
て
も
ら
っ
て
る
か
ら
い
い
け
ど
。で
も
、

「
自
分
に
合
う
仕
事
な
ん
て
あ
る
の
か
な
」

と
い
う
気
も
す
る
し
、
自
分
が
ホ
ン
ト
に
何

か
の
職
業
に
就
い
て
仕
事
が
で
き
る
の
か
ど

う
か
自
信
が
な
い
。

高
校
は
ど
っ
か
行
け
る
と
こ
に
行
け
れ
ば

い
い
。
地
元
の
公
立
の
普
通
科
。
行
け
な
い

レ
ベ
ル
の
と
こ
ろ
に
は
行
け
な
い
わ
け
だ
か

麻
衣
さ
ん
　
中
学
２
年
　
女
子

●
担
任
の
先
生
か
ら

普
段
の
学
校
生
活
の
様
子
か
ら
は
、
麻
衣
さ
ん
は
や
や
シ
ャ
イ
な
性
格
で
、
あ
ま
り
自
己
主
張
し
な
い

タ
イ
プ
の
よ
う
に
見
え
る
。
友
人
な
ど
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
比
較
的
流
さ
れ
や
す
い
傾
向
も
あ

る
よ
う
だ
。
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
で
は
、
全
体
に
低
い
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
示
し
、
興
味
も
未
分
化
の
よ
う
だ
っ

た
が
、
こ
の
テ
ス
ト
を
受
け
た
こ
と
が
刺
激
に
な
り
、
世
の
中
や
職
業
に
つ
い
て
の
自
分
の
意
識
が
あ

ま
り
高
く
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。
周
囲
の
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
で
も
意
識
を
上
げ
て
い
け
れ
ば
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
に
対
す
る
興
味
も
湧
い
て
く
る
し
、
自
信
の
持
て
る
こ
と
が
少
し
ず
つ
増
え
、
さ
ら
に

や
る
気
に
な
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
る
。

事
例
１

職業レディネス・テスト 中学2年生女子

個人結果
事例

●麻衣さんのコンピュータ判定 パーソナルレポート（個人結果表）
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Ｒ
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。
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れ
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。
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や
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出
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の
高
さ
は
ま
あ
真
ん
中
あ
た
り
。
Ｗ
Ｏ
Ｒ
Ｋ

３
の
六
角
形
の
Ｓ
の
中
に
は
い
ろ
い
ろ
な
仕

事
が
書
い
て
あ
る
け
ど
、
イ
マ
イ
チ
ち
ょ
っ

と
ピ
ン
と
来
な
い
も
の
も
多
い
。
何
と
な
く

の
イ
メ
ー
ジ
は
あ
っ
て
も
、
実
際
に
ど
ん
な

仕
事
を
す
る
の
か
実
は
知
ら
な
い
。

Ｒ
の
中
に
あ
る
職
業
に
し
て
も
、
機
械
を

使
う
、
物
を
扱
う
、
と
い
う
仕
事
に
つ
い
て

ほ
と
ん
ど
意
識
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
け

ど
、
そ
う
言
え
ば
こ
の
テ
ス
ト
の
問
題
を
読

み
な
が
ら
そ
う
い
う
の
も
結
構
面
白
そ
う
か

な
と
思
い
な
が
ら
答
え
て
い
た
気
も
す
る
。

運
転
手
、
整
備
工
、
作
業
員
な
ど
の
職
業
が

多
い
。
Ｂ
検
査
で
は
Ｔ
が
高
く
て
、
対
物
志

向
が
強
い
ら
し
い
の
で
、
や
っ
ぱ
り
物
の
ほ

う
が
向
い
て
い
る
と
い
う
結
果
の
よ
う
だ
。

職
場
体
験
の
希
望
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
コ

ン
ビ
ニ
を
第
一
希
望
に
し
て
、
第
二
希
望
は

Ｒ
に
関
係
す
る
物
づ
く
り
と
か
工
場
な
ん
か

に
し
て
み
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

●
意
外
な
結
果
だ
っ
た
け
ど
…

自
分
で
も
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
結
果
が

出
て
、
ち
ょ
っ
と
驚
い
た
。
自
分
で
は
気
が

つ
い
て
な
い
け
ど
、
実
は
そ
う
い
う
面
が
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ど
う
し
て
Ｒ
と

い
う
の
が
高
か
っ
た
の
か
よ
く
わ
か
ら
な

い
。ぼ

く
は
コ
ン
ビ
ニ
店
員
と
か
や
っ
て
み
た

い
し
、
自
分
で
も
わ
り
と
向
い
て
る
ん
じ
ゃ

な
い
か
と
思
っ
て
た
ん
だ
け
ど
。
家
の
近
所

や
学
校
の
体
育
館
の
裏
の
コ
ン
ビ
ニ
に
は
よ

く
寄
っ
て
買
い
食
い
し
た
り
す
る
し
、
店
員

さ
ん
を
見
る
の
も
結
構
好
き
。
商
品
の
バ
ー

コ
ー
ド
を「
ピ
ッ
」
と
読
み
取
っ
て
い
く
の

が
か
っ
こ
い
い
。

Ｒ
と
い
う
の
は
、
店
員
な
ど
が
入
っ
て
い

る
Ｓ
の
反
対
側
に
あ
る
。
Ｓ
は
ぼ
く
に
は
合

わ
な
い
と
い
う
こ
と
か
。「
人
に
接
し
た
り

人
を
援
助
す
る
仕
事
」
と
書
い
て
あ
る
。
Ｓ

翔
太
く
ん
　
中
学
２
年
　
男
子

●
担
任
の
先
生
か
ら

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
結
果
だ
っ
た
、
と
い
う
感
想
が
印
象
的
。
自
分
の
中
に
思
い
込
み
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
た
よ
う
だ
し
、
世
の
中
の
仕
事
に
つ
い
て
自
分
は
い
か
に
知
ら
な
い
か
と
い
う
こ
と

に
気
が
つ
い
た
様
子
で
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
が
そ
う
し
た
き
っ
か
け
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
自
分
に
つ
い

て
あ
る
種
の
答
え
を
出
し
て
く
れ
る
の
で
、
だ
い
た
い
生
徒
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
テ
ス
ト
を
好
ん
で
受

け
る
。
出
て
き
た
結
果
に
何
か
を
感
じ
た
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り
し
た
ら
、
そ
の
場
で
終
わ
り
に
せ

ず
、
今
回
の
よ
う
に
職
場
体
験
な
ど
に
つ
な
げ
て
い
っ
て
く
れ
る
と
嬉
し
い
。
実
際
の
職
場
で
は
、
例

え
ば
物
や
人
や
デ
ー
タ
と
ど
の
よ
う
に
接
し
て
仕
事
を
し
て
い
る
の
か
、
な
ど
を
見
て
感
じ
て
ほ
し
い
。

事
例
２

中学2年生男子職業レディネス・テスト

個人結果
事例

●翔太くんのコンピュータ判定 パーソナルレポート（個人結果表）

2021no01p4-13re.indd   9 2021/04/08   10:36:59



職業研究――2021 No.1　10

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
、
職
場
体
験
に
つ
な
げ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る

す
。
世
の
中
に
ど
う
い
う
種
類
の
職
業
、
仕

事
が
あ
る
の
か
が
わ
か
ら
な
い
ま
ま
だ
と
、

職
場
体
験
先
の
選
択
も
で
き
な
い
し
、
行
っ

て
帰
っ
て
き
て
も
意
義
を
理
解
す
る
こ
と
な

く
、
ま
も
な
く
忘
れ
て
し
ま
う
イ
ベ
ン
ト
に

な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
職
場
体
験
が
２
年
の
夏

休
み
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
ど
う

い
う
職
場
に
行
く
か
を
決
め
る
前
の
１
学
期

後
半
に
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
ま
す
。

中
２
の
時
点
で
は
生
徒
の
知
っ
て
い
る
職

業
モ
デ
ル
は
ご
く
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｖ

Ｒ
Ｔ
を
受
け
る
こ
と
で
職
業
へ
の
興
味
・
関

心
が
芽
ば
え
、
広
げ
て
い
き
や
す
く
な
り
ま

す
。
ま
ず
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
設
問
内
容
や
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
、
世
の
中
に
は
自
分
の
知
ら
な

か
っ
た
職
業
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
社
会
は

様
々
な
仕
事
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
、
こ
れ
か
ら
行
っ
て
体
験
す
る
職
場

も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
、
と
感
じ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
職
場
体
験
と
は
何

な
の
か
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
そ
し
て
、

結
果
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
か
ら
自
分
の
個
性
の
よ

う
な
も
の
の
手
が
か
り
が
見
え
て
く
る
の

職
場
体
験
は
、
生
徒
が
そ
の
ね
ら
い
や
目

的
を
理
解
し
な
い
ま
ま
参
加
し
て
も
、
一
過

性
の「
な
ん
と
な
く
楽
し
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
」

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

中
学
生
の
段
階
で
は
ま
だ「
い
ず
れ
自
分

が
働
く
こ
と
に
な
る
ん
だ
」
と
い
う
意
識
は

な
か
な
か
持
ち
に
く
い
も
の
で
す
。
社
会
や

職
業
、
働
く
こ
と
へ
の
関
心
、
主
体
的
に
自

分
の
将
来
を
考
え
、
進
路
選
択
し
て
い
こ
う

と
す
る
意
識
も
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な

い
生
徒
も
多
い
で
し
ょ
う
。

職
場
体
験
を
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
気
づ
き

や
発
見
の
機
会
と
す
る
た
め
に
は
、ね
ら
い
・

目
的
を
明
確
に
理
解
さ
せ
、
生
徒
の
動
機
づ

け
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
れ
か
ら
職
場
体
験
に
臨
む
生
徒
に

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施

職
場
体
験
と
い
っ
て
も
、
い
っ
た
い
何
を

ど
う
や
っ
て
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
、
生

徒
た
ち
は
最
初
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
職
業
に
つ
い
て
の
知
識
が
乏
し
い
の

で
、
ピ
ン
と
こ
な
い
し
、
自
分
が
仕
事
を
す

る
こ
と
に
リ
ア
リ
テ
ィ
が
持
て
な
い
の
で

職場体験の
事前学習に

Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
職
場
体
験
の
事
前
学
習
と
し
て
位
置
づ
け
て
実
施
す
る
こ
と
で
、
職
場
体
験
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
学
習
の
充
実
が
職
場
体
験
の
効
果
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の一例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

職
場
体
験
の
事
前
学
習
と
し
て
実
施
す
る

で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
職
場
体
験
の

業
種
を
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

将
来
、
や
が
て
は
他
の
誰
で
も
な
い
自
分

自
身
が
働
く
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
の
時
は

や
は
り
自
分
の
個
性
の
タ
イ
プ
に
合
っ
た
仕

事
に
就
い
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
、
職
場
体
験
は
そ
の
探
索
の
た
め
の
第
一

ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き

れ
ば
、確
か
な
動
機
づ
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

生
徒
が
学
習
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ
と

事
後
学
習
も
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。
職
場

体
験
記
録
を
ま
と
め
、
自
己
評
価
、
グ
ル
ー

プ
で
の
相
互
評
価
、
先
生
、
体
験
先
か
ら
の

評
価
等
を
含
め
た
事
後
報
告
を
行
い
ま
す
。

感
想
、
自
己
評
価
に
お
い
て
は
、
例
え
ば

職
場
体
験
で
あ
っ
た
出
来
事
に
対
し
て
自
分

は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
行
動
し
た
か
、
自
分

は
現
場
で
ど
ん
な
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
か

等
を
振
り
返
り
、
自
分
に
つ
い
て
の
気
づ
き

↓
自
己
理
解
↓
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
↓
そ

の
た
め
に
今
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

職
場
体
験
を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
一
連
の
流

れ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
の
ね
ら
い
・
目

的
を
生
徒
が
理
解
す
る
よ
う
に
位
置
づ
け
て

お
け
ば
、
動
機
づ
け
も
は
っ
き
り
で
き
、
自

分
な
り
の
目
標
・
課
題
を
想
定
し
た
効
果
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
職
場
体
験
の
中
止
等
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
場
合
で
も
、
削
減
さ
れ
た
部
分

を
少
し
で
も
補
う
た
め
に
も
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実

施
す
る
こ
と
の
意
義
は
高
い
で
し
ょ
う
。
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キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
で
、
職
場
体
験
に
つ
な
げ
る
も
の
と
し
て
位
置
づ
け
る

す
。
世
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ど
う
い
う
種
類
の
職
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、
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あ
る
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と
、
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体
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て
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を
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と
な
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な
く
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イ
ベ
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ト
に
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り
ま
す
。

そ
こ
で
、
例
え
ば
職
場
体
験
が
２
年
の
夏

休
み
中
に
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
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職
場
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を
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る
前
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１
学
期

後
半
に
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
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実
施
し
ま
す
。
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２
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て
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る
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は
ご
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が
、
Ｖ

Ｒ
Ｔ
を
受
け
る
こ
と
で
職
業
へ
の
興
味
・
関

心
が
芽
ば
え
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て
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き
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す
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り
ま
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Ｒ
Ｔ
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た
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こ
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か
り
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こ
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か
ら
行
っ
て
体
験
す
る
職
場

も
そ
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
、
と
感
じ
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
職
場
体
験
と
は
何

な
の
か
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
で
す
。
そ
し
て
、

結
果
プ
ロ
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ー
ル
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ら
自
分
の
個
性
の
よ

う
な
も
の
の
手
が
か
り
が
見
え
て
く
る
の

職
場
体
験
は
、
生
徒
が
そ
の
ね
ら
い
や
目

的
を
理
解
し
な
い
ま
ま
参
加
し
て
も
、
一
過

性
の「
な
ん
と
な
く
楽
し
か
っ
た
イ
ベ
ン
ト
」

で
終
わ
っ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

中
学
生
の
段
階
で
は
ま
だ「
い
ず
れ
自
分

が
働
く
こ
と
に
な
る
ん
だ
」
と
い
う
意
識
は

な
か
な
か
持
ち
に
く
い
も
の
で
す
。
社
会
や

職
業
、
働
く
こ
と
へ
の
関
心
、
主
体
的
に
自

分
の
将
来
を
考
え
、
進
路
選
択
し
て
い
こ
う

と
す
る
意
識
も
必
ず
し
も
高
い
と
は
言
え
な

い
生
徒
も
多
い
で
し
ょ
う
。

職
場
体
験
を
そ
う
し
た
こ
と
へ
の
気
づ
き

や
発
見
の
機
会
と
す
る
た
め
に
は
、ね
ら
い
・

目
的
を
明
確
に
理
解
さ
せ
、
生
徒
の
動
機
づ

け
を
し
っ
か
り
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
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ら
職
場
体
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に
臨
む
生
徒
に
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を
実
施

職
場
体
験
と
い
っ
て
も
、
い
っ
た
い
何
を

ど
う
や
っ
て
、
何
の
た
め
に
や
る
の
か
、
生

徒
た
ち
は
最
初
は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ

も
そ
も
職
業
に
つ
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て
の
知
識
が
乏
し
い
の

で
、
ピ
ン
と
こ
な
い
し
、
自
分
が
仕
事
を
す

る
こ
と
に
リ
ア
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テ
ィ
が
持
て
な
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の
で
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Ｒ
Ｔ
を
職
場
体
験
の
事
前
学
習
と
し
て
位
置
づ
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実
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す
る
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と
で
、
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場
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験
を
よ
り
効
果
的
な
も
の
に
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る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
事
前
学
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の
充
実
が
職
場
体
験
の
効
果
を
高
め
る
ポ
イ
ン
ト
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

こ
こ
で
は
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
使
っ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の一例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

職
場
体
験
の
事
前
学
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と
し
て
実
施
す
る

で
、
そ
れ
を
参
考
に
し
な
が
ら
職
場
体
験
の

業
種
を
選
ぶ
こ
と
に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

将
来
、
や
が
て
は
他
の
誰
で
も
な
い
自
分

自
身
が
働
く
の
だ
と
い
う
こ
と
、
そ
の
時
は

や
は
り
自
分
の
個
性
の
タ
イ
プ
に
合
っ
た
仕

事
に
就
い
た
ほ
う
が
よ
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
、
職
場
体
験
は
そ
の
探
索
の
た
め
の
第
一

ス
テ
ッ
プ
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
理
解
で
き

れ
ば
、確
か
な
動
機
づ
け
と
な
る
で
し
ょ
う
。

生
徒
が
学
習
の
流
れ
を
理
解
す
る
こ
と

事
後
学
習
も
し
っ
か
り
行
い
ま
す
。
職
場

体
験
記
録
を
ま
と
め
、
自
己
評
価
、
グ
ル
ー

プ
で
の
相
互
評
価
、
先
生
、
体
験
先
か
ら
の

評
価
等
を
含
め
た
事
後
報
告
を
行
い
ま
す
。

感
想
、
自
己
評
価
に
お
い
て
は
、
例
え
ば

職
場
体
験
で
あ
っ
た
出
来
事
に
対
し
て
自
分

は
ど
の
よ
う
に
対
処
し
行
動
し
た
か
、
自
分

は
現
場
で
ど
ん
な
仕
事
に
興
味
を
持
っ
た
か

等
を
振
り
返
り
、
自
分
に
つ
い
て
の
気
づ
き

↓
自
己
理
解
↓
将
来
に
つ
い
て
考
え
る
↓
そ

の
た
め
に
今
何
を
し
た
ら
よ
い
の
か
、
と
発

展
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

職
場
体
験
を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
一
連
の
流

れ
と
そ
れ
ぞ
れ
の
プ
ロ
セ
ス
の
ね
ら
い
・
目

的
を
生
徒
が
理
解
す
る
よ
う
に
位
置
づ
け
て

お
け
ば
、
動
機
づ
け
も
は
っ
き
り
で
き
、
自

分
な
り
の
目
標
・
課
題
を
想
定
し
た
効
果
的

な
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
職
場
体
験
の
中
止
等
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
場
合
で
も
、
削
減
さ
れ
た
部
分

を
少
し
で
も
補
う
た
め
に
も
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実

施
す
る
こ
と
の
意
義
は
高
い
で
し
ょ
う
。
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特集 キャリア教育でVRTをいかに活用するか／中学生編

看
護
師
の
場
合

バイタルサインの測定

患者のベッド周辺の環境整備

音楽療法

芸術的要素を活用したリハビリ

器具、薬品の取り扱い

バイタルサインの測定

情報の管理

カルテや患者の観察、聞き取り等による情報収集

情報に基づく症状の分析・解釈

患者との会話によるコミュニケーション

患者への直接的サポート

看護計画の立案

病院組織の運営・経営

救急救命、手術室

救急救命、手術室

い
仕
事
を
補
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

一
つ
の
職
業
に
就
い
た
と
し
て
も
そ
の
中

で
複
数
の
仕
事
を
し
て
い
く
の
が
普
通
で
あ

る
と
い
う
こ
と
を
理
解
し
、
職
業
名
に
と
ら

わ
れ
す
ぎ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
Ｖ
Ｒ
Ｔ

の
六
つ
の
職
業
興
味
領
域
は
、
特
徴
的
な
傾

向
に
基
づ
き
大
き
く
類
型
化
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
職
業
例
も
そ
の
領
域
的
な
仕
事
だ
け

で
成
り
立
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。看

護
師
は
Ｓ
の
タ
イ
プ
に
分
類
さ
れ
ま
す

が
、
そ
う
し
た
要
素
が
強
い
と
い
う
こ
と
で

あ
っ
て
、
多
面
的
に
職
業
、
仕
事
を
と
ら
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
興
味
が
高
い
と
い
う
結
果
の
出
た
職

業
に
つ
い
て
調
べ
、
そ
の
中
に
ど
ん
な
仕
事

が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
要
素
に
自
分
が
興
味

を
持
っ
て
い
る
か
を
手
が
か
り
に
し
て
、
職

業
理
解
を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

特
定
の
職
業
と
直
接
的
に
結
び
つ
け
て
解

釈
し
、
適
職
を
決
め
る
こ
と
が
Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
本

来
の
目
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
Ｓ
が
高
く
出

た
か
ら
看
護
師
が
向
い
て
い
る
、
と
考
え
る

看
護
師
と
い
う
一
つ
の
職
業
は
、
実
際
に

は
様
々
な
仕
事
を
含
ん
で
い
ま
す
。

職
業（occupation

）は
、
企
業
、
事
業
所

の
枠
を
越
え
て
、
一
定
の
類
似
性
か
ら
ま
と

め
た
一
群
の
職
務
の
こ
と
で
す
。
一
つ
の
職

務（job

）
は
複
数
の
課
業（task

）
で
構
成
さ

れ
て
い
て
、
課
業
と
は
一
定
の
目
的
を
持
っ

た
仕
事
の
ま
と
ま
り
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

患
者
が
安
心
し
て
診
察
・
治
療
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
親
し
み
を
も
っ
て
接
す
る
こ
と

だ
け
で
は
な
く
、
ケ
ア
に
対
す
る
患
者
の
反

応
を
観
察
し
た
り
、
普
段
と
違
う
様
子
を
感

じ
取
っ
た
り
す
る
こ
と
で
異
変
の
可
能
性
に

気
づ
く
、体
温
・
脈
拍
、呼
吸
、血
圧
な
ど（
バ

イ
タ
ル
サ
イ
ン
）
を
測
定
す
る
、
…
…
そ
の

他
い
ろ
い
ろ
な
領
域
の
職
務
が
あ
り
、
そ
の

中
に
様
々
な
課
業
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
仕
事
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
、
求

め
ら
れ
る
職
務
能
力
も
違
う
た
め
、
個
人
に

と
っ
て
は
仕
事
に
よ
り
得
意
／
不
得
意
も
、

好
き
／
嫌
い
も
あ
り
ま
す
。
得
意
な
／
好
き

な
仕
事
へ
の
取
り
組
み
に
よ
っ
て
、
や
り
が

い
を
感
じ
た
り
、
不
得
意
な
／
好
き
で
は
な

職業と仕事

Ｖ
Ｒ
Ｔ
の
結
果
で
は
職
業
名
が
例
示
さ
れ
ま
す
が
、自
分
の
唯
一
の
適
職
を
決
め
る
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
職
業
は
一
つ
の
仕
事
だ
け
を
や
る
と
い
う
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

自
己
が
一
面
的
、
固
定
的
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
の
と
同
じ
よ
う
に
、
職
業
を
一
面
的
、
固
定
的
に
と
ら
え
な
い
よ

う
に
し
ま
す
。
自
己
理
解
・職
業
理
解
の
材
料
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

職
業
を
一
面
的
に
と
ら
え
な
い

よ
り
も
、
Ｓ
が
高
く
出
た
自
分
の
中
の「
看

護
師
的
な
も
の
」
と
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
な

の
か
、
看
護
師
の
仕
事
の
中
の「
Ｓ
的
な
要

素
」
は
ど
う
い
う
内
容
な
の
か
、
あ
る
い
は

同
じ
Ｓ
に
分
類
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
で
自

分
が
興
味
を
持
っ
た
職
業
の
共
通
点
は
何
だ

ろ
う
、
な
ど
と
考
え
る
機
会
に
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

イ
メ
ー
ジ
、
思
い
込
み
に
と
ら
わ
れ
な
い

ま
た
、
中
学
生
の
情
報
ソ
ー
ス
は
限
ら
れ

た
狭
い
範
囲
の
も
の
に
な
り
が
ち
で
す
。
例

え
ば
、
と
き
に
わ
か
り
や
す
く
パ
タ
ー
ン
化

し
て
表
現
さ
れ
た
一
面
的
な
職
業
像
を
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
や
漫
画
、
ア
ニ
メ
等
か
ら
得
て
、

イ
メ
ー
ジ
を
刷
り
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
そ
う
し
た
も
の
が
実
は
偏
っ
た
イ

メ
ー
ジ
に
基
づ
い
た
思
い
込
み
だ
っ
た
こ

と
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
な
方
法
で
広
く
知
識

を
得
る
こ
と
の
大
切
さ
に
気
づ
く
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
す
れ
ば
、
Ｖ
Ｒ
Ｔ
を
実
施
し
た

意
味
は
十
分
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
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１
コ
マ

１
コ
マ

１
コ
マ

１
コ
マ

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
判
定

授業やガイダンスでの実施

用紙の配付、
テストの説明

テストの実施

採点・換算

結果の整理・
解釈

（結果の活用）

個別指導へ

グループ
ワーク

▼

▼

▼

集団で実施する場合は、まず全員に問題用紙と回答用紙を配付し、問題用紙の表紙に書かれた説明
を読み上げてテストの目的・意味を理解させます。
進路相談などの個別面談での活用もできます。

実施の所要時間は、おおむね40分ほどです。
実施者が各項目を読み上げる方法もあります（読み上げ音声ファイルの提供も可能です）。

採点・換算します（A）。
採点・換算に加え結果の整理は、オプションでコンピュータ判定を利用することもできます（B）。

「結果の見方・生かし方」（ワークシート）を使って自分の結果を整理し、プロフィールを作成します。
WORK1、2、3とWORKプラスという４つのワークによって、６つの職業領域ごとに示された職
業を具体的に調べながら、解釈を深めることができます。

検査の結果について感想を書かせてもよいでしょう。迷ったり誤解している生徒には、個人的に説
明し直します。
さらに希望者には個人面談等の機会を設け、個別指導します。全員が行う進路面談の際に資料とし
て活用することもできます。

・希望進学先の高校の学科やコースが、どの職業領域（RIASEC）、志向性（DTP）と関係するの
かについてグループで話し合ってみる。

・Ａ検査で「やりたい」と回答した項目の問題用紙の記述がどんな職業を説明しているか、その職
業についてどのようなことを知っているか、グループで意見を出し合う。

テストの流れ
ＶＲＴがよく実施されるのは、クラス単位での集団進路指導の場面です。
授業時間２コマ分を基本とします。１日に２コマとっても１コマずつ別の日に分けても構いません。
実施の流れの例を示します。採点・換算・結果の整理はコンピュータ判定も利用できます（B）。

A B

さらに
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特集 キャリア教育でVRTをいかに活用するか／中学生編

●ご利用の流れ

●コンピュータ判定  結果資料

●問題用紙・回答用紙・ワークシート

●料金（税込）

▼ ▼ ▼用紙の
申込み

用紙の
受取り

雇用問題
研究会

検査の
説明

検査の
実施

自己採点
・換算

コンピュータ
判定依頼

用紙の配付、
氏名等の
記入

ワークシート
作成

回答用紙
の送付

判定結果
の受取り

1コマ 1コマ

雇用問題
研究会

●問題用紙
●回答用紙（中学生用／高校生以上用） ……300円

●結果の見方・生かし方
●コンピュータ判定料……340円  ●手引……1,430円

コンピュータ判定とも　１名分■640円――
　　

生
徒
用
資
料

指
導
者
用
資
料

●パーソナルレポート ●職業一覧表 ●学年集計表●クラス別結果一覧表

●問題用紙 ●回答用紙 ●結果の見方・生かし方

中学校の場合

一般社団法人 雇用問題研究会
〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル2F

発行所 http://www.koyoerc.or.jp詳しくはWebで

「ＲＩＡＳＥＣ」のタイプ分類はわかりやすくシンプルです。
自分のことを知りたいという気持ちは誰でも持っているので、生徒は「私は何タイプかな？」と喜んで受けます。

パーソナリティ・タイプは、学習テストや普段の学校生活からは見えない部分もあり、VRTでわかることがあります。
部活動などでリーダー的に活躍している生徒が、興味も自信も低く六角形のグラフ全体が小さいというケースもあります。
担任が個別面談する際の参考材料として有効活用できます。

職場体験の前の２年時と、進路面談の前の３年時と２回実施している中学校もあります。
結果の変化にときに生徒の成長が表れます。

ワークシートも使いやすく、そのとおりにやっていけばプロフィールが視覚化され、理解が深まります。
自分でワークをしながら想像し、考えていくことができるようになっています。

就職希望者のみを対象としたものではなく、進学、さらにその先の将来、自分のキャリアを考えるためのツールです。

コロナ禍で職場体験、就業体験の中止や大幅な縮小をせざるを得なくなったとしても、キャリア教育のプログラムの一環として
VRTを実施すれば、少しでも自己理解・職業理解の機会とすることができます。

職業レディネス・テスト

▲▲
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分
が
思
い
描
く
仕
事
や
働
き
方
に
適
っ
て
い

る
の
で
は
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

—
—

最
初
に
配
属
さ
れ
た
の
は
東
中
野
支
店

で
し
た
ね
。

石
上　

え
え
。
そ
の
こ
ろ
当
金
庫
で
は
、
新

人
は
ま
ず
、
半
年
余
り
預
金
業
務
に
携
わ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
私
は
預
金
窓
口

の
後
方
支
援
に
従
事
し
な
が
ら
、
窓
口
業
務

も
学
び
ま
し
た
。
や
が
て
営
業
職
と
し
て
上

司
に
付
い
て
、
お
客
様
の
元
へ
う
か
が
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
上
司
の
一
挙
手
一
投
足

を
見
な
が
ら
、
お
客
様
へ
の
向
き
合
い
方
を

学
ん
だ
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
中
で
心
に
刻
ん
だ
こ
と
は
、
私

た
ち
の
仕
事
は
お
金
を
扱
う
だ
け
に
間
違
い

は
許
さ
れ
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
す
。
金
融

業
界
に
は「
現
金
そ
の
場
限
り
」と
い
う
こ

と
ば
が
あ
り
ま
す
。
現
金
の
受
け
渡
し
を
す

る
場
合
、
後
か
ら「
金
額
が
多
い
」、「
金
額

が
少
な
い
」と
い
う
問
題
が
起
き
な
い
よ
う

に
、
そ
の
場
で
し
っ
か
り
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
意
味
で
す
。
当
時
、
こ
の

こ
と
ば
を
胸
に
、
お
金
を
扱
う
こ
と
の
責
任

の
重
さ
を
感
じ
る
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た

ね
。
ま
た
そ
の
日
に
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
仕
事
は
、
必
ず
や
り
き
る
と
い
う
こ
と
も

心
が
け
て
い
ま
し
た
。

—
—

そ
の
後
、
西
新
宿
支
店
に
移
ら
れ
ま
す

ね
。東
中
野
支
店
と
は
お
客
様
の
層
が
違
い
、

お
仕
事
の
内
容
も
変
わ
っ
た
の
で
は
。

石
上　

東
中
野
支
店
で
は
個
人
と
法
人
の
お

客
様
の
割
合
は
お
よ
そ
半
々
で
し
た
。
西
新

宿
支
店
で
は
８
割
が
法
人
の
お
客
様
で
、
私

の
仕
事
も
法
人
営
業
が
中
心
と
な
り
ま
し

た
。

　

個
人
の
お
客
様
の
場
合
、
住
宅
ロ
ー
ン
や

教
育
ロ
ー
ン
な
ど
の
融
資
商
品
も
用
意
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
基
本
は
お
金
を
お
預
か
り
し

運
用
す
る
、
つ
ま
り
資
産
を
お
守
り
す
る
こ

と
で
す
。
法
人
の
お
客
様
の
場
合
は
、
融
資

業
務
が
仕
事
の
中
心
に
な
り
ま
す
。
法
人
営

業
を
中
心
と
し
た
仕
事
で
、
私
の
意
識
も
大

き
く
変
わ
り
ま
し
た
ね
。

「
お
客
様
の
喜
ぶ
姿
が
見
た
い
」

と
い
う
思
い
を
胸
に

—
—

お
仕
事
の
や
り
が
い
や
喜
び
を
感
じ
る

の
は
ど
の
よ
う
な
と
き
で
す
か
。

石
上　

個
人
の
お
客
様
に
、
初
め
は「
金
融

機
関
さ
ん
」と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
や
が
て「
西
京
さ
ん
」と
な

り
、
お
付
き
合
い
が
深
ま
る
に
つ
れ「
石
上

君
」と
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
支
店
へ
電
話
を
い
だ
だ
く
と
き
も
、

私
を
名
指
し
で
呼
ん
で
く
だ
さ
る
。
自
分
の

名
前
で
呼
ん
で
い
た
だ
け
る
と
い
う
の
は
、

そ
れ
だ
け
信
用
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
い
う

こ
と
の
証
で
あ
り
、
と
て
も
う
れ
し
く
な
り

ま
す
ね
。

　

法
人
の
お
客
様
と
の
仕
事
で
は
、
自
分
が

担
当
し
た
融
資
を
き
っ
か
け
に
、
そ
の
法
人

の
業
績
が
大
き
く
上
向
い
た
と
き
は
本
当
に

う
れ
し
い
で
す
し
、や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も「
お
客
様
の
お
喜
び
に

な
る
姿
を
見
た
い
」と
い
う
思
い
で
仕
事
を

し
て
き
ま
し
た
。

—
—

お
仕
事
で
厳
し
さ
を
感
じ
る
の
は
ど
の

よ
う
な
と
き
で
し
ょ
う
か
。

石
上　

個
人
の
お
客
様
は
、
信
用
し
て
い
た

「
間
違
い
は
許
さ
れ
な
い
」
と
心
に
刻
み
、

お
客
様
と
向
き
合
う

—
—

信
用
金
庫
に
就
職
さ
れ
た
の
は
、
ど
の

よ
う
な
思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。

石
上　

私
は
大
学
の
ゼ
ミ
で
、
戦
後
日
本
経

済
を
専
攻
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
高
度
成
長
期

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
日
本
経
済
を
下
支
え

し
て
き
た
の
は
中
小
零
細
企
業
で
あ
る
こ
と

を
学
び
ま
し
た
。
ま
た
そ
う
し
た
中
小
零
細

企
業
が
集
ま
っ
て
地
域
経
済
を
形
づ
く
り
、

人
々
の
生
活
を
支
え
て
き
た
こ
と
を
知
っ
た

の
で
す
。
地
域
経
済
の
核
で
あ
る
中
小
零
細

企
業
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
き
た
の
が
地
域
の
金

融
機
関
で
あ
り
、
自
分
が
働
き
た
い
と
思
う

職
業
と
し
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
信
用
金
庫
の
理
念
を
表
す

「
フ
ェ
イ
ス・
ト
ゥ・
フ
ェ
イ
ス
」や「
相
互
扶

助
」、「
地
域
密
着
」な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
自

信用金庫支店長　石上　宙さん

信用金庫の役割を信じ、
地域経済に欠かせない
サポーターとして行動する

いしがみ・ひろし●1977年神奈川県生まれ。大学卒業後、
西京信用金庫に入庫。支店での預金業務を皮切りに、個人
営業・法人営業などを経験し、本部勤務を経て同金庫雑司が
谷支店で支店長に就任。法人営業を中心とする原宿支店の
開店準備に携わり、現在同店支店長。

石上さんは、地域経済を支えている信用金庫の職員の一人として働くことに
誇りを持ち、お客様と向き合ってきました。現在は新店舗の支店長として大
きな責任を担いつつ、お客さまの喜ぶ姿を見るために行動しています。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………
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れ
た
後
、
同
店
で
支
店
長
に
就
任
さ
れ
て
い

ま
す
。
支
店
長
と
い
う
立
場
は
そ
れ
ま
で
と

ど
の
よ
う
に
違
い
ま
す
か
。

石
上　

一
言
で
申
し
上
げ
る
な
ら
、
支
店
長

の
責
任
は
と
て
も
重
い
で
す
。
と
い
っ
て
も

支
店
長
一
人
で
は
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
。
支

店
長
は
年
齢
や
経
験
が
違
う
職
員
た
ち
を
ま

と
め
、
一
体
感
を
作
り
、
チ
ー
ム
と
し
て
全

員
が
一
つ
の
方
向
を
向
い
て
仕
事
が
で
き
る

よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
で
き
る
だ
け
部
下
と
密
に
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
よ
う
に
心
が
け
て
い

ま
し
た
。

　

支
店
長
と
し
て
う
れ
し
い
と
思
う
の
は
、

部
下
の
成
長
を
実
感
で
き
た
と
き
で
す
ね
。

ま
た
店
舗
の
全
員
が
同
じ
方
向
を
向
い
て
緊

張
感
を
持
っ
て
仕
事
を
し
た
結
果
、
業
績
が

上
が
り
、
本
部
か
ら
表
彰
を
受
け
た
と
き
も

う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
。

—
—

現
在
は
原
宿
支
店
の
支
店
長
と
し
て
ご

活
躍
で
す
。
東
京
の
原
宿
と
い
う
場
所
で
、

新
た
な
歩
み
を
始
め
ら
れ
た
思
い
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

石
上　

原
宿
支
店
が
オ
ー
プ
ン
し
た
の
は
去

年
の
11
月
で
、
法
人
の
お
客
様
を
中
心
に

業
務
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
私
は
開
店
準
備

の
段
階
か
ら
こ
の
支
店
に
携
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
主
に
東
京
の
西
部
や
埼
玉
県

の
南
部
で
店
舗
展
開
を
図
っ
て
き
た
当
金
庫

に
と
っ
て
原
宿
支
店
は
、
経
済
環
境
が
変
化

す
る
中
で
、
東
京
の
中
央
部
の
商
業
圏
で
も

お
客
様
に
必
要
と
さ
れ
る
金
融
機
関
と
し
て

確
か
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
を
確
立
す
る
と
い
う
任

務
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

原
宿
と
い
う
場
所
は
ほ
か
の
金
融
機
関
と

の
競
争
も
激
し
く
、
正
直
な
と
こ
ろ
融
資
の

金
額
や
金
利
で
は
か
な
わ
な
い
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

し
か
し
、
私
た
ち
に
は
信
用
金
庫
と
し
て

の
理
念
や
方
針
に
基
づ
き
、
き
め
細
か
に
ご

相
談
に
応
じ
る
体
制
な
ど
お
客
様
と
親
身
に

向
き
合
う
姿
勢
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
し
た

我
々
の
姿
勢
に
共
感
し
て
く
だ
さ
り
、
お
取

引
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
お
客
様
も
大
勢
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し
た
お
客
様
に
出

会
え
た
と
き
は
、
何
事
に
も
代
え
が
た
い
喜

び
が
あ
り
ま
す
。

—
—

将
来
、
信
用
金
庫
で
働
き
た
い
と
い
う

若
い
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

石
上　

信
用
金
庫
に
限
ら
ず
金
融
機
関
が
置

か
れ
た
環
境
は
厳
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

う
し
た
中
で
も
、
私
は
信
用
金
庫
は
地
域
に

と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
金
融
機
関
で

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
、
地
域

の
中
で
お
役
に
立
て
る
仕
事
を
し
て
自
分
を

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
仕
事
場
で
あ
る
と
実
感

し
て
い
ま
す
。
信
用
金
庫
に
は
、
営
業
職
の

ほ
か
に
も
様
々
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。
信
用

金
庫
で
地
域
の
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
う
方

は
、
ぜ
ひ
自
分
の
思
い
を
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
ね
。

　

ま
た
ど
ん
な
職
業
で
も
、
自
分
で「
考
え

る
こ
と
」、「
学
ぶ
こ
と
」、「
行
動
す
る
こ

と
」は
と
て
も
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日
々
の
ニ
ュ
ー
ス
で
も
、
ト
ピ
ッ
ク
だ
け
読

ん
で
知
っ
た
つ
も
り
に
な
る
の
で
は
な
く
、

様
々
な
情
報
を
自
ら
収
集
し
、
深
く
考
え

て
意
味
あ
る
行
動
を
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
、

き
っ
と
素
晴
ら
し
い
仕
事
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

I N T E R V I E W

しごとインタビュー
………………………連載

だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
本
当
に
深
い
お
付
き

合
い
が
で
き
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
小
さ
な
約

束
を
守
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
り
、
時
間

に
ル
ー
ズ
だ
っ
た
り
す
る
と
厳
し
い
お
叱
り

を
受
け
て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
そ

ん
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
き
っ
ち
り
約
束
を

守
り
、時
間
を
厳
守
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

そ
れ
が
信
用
を
い
た
だ
く
た
め
の
第
一
歩
で

あ
り
、
王
道
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

法
人
の
お
客
様
と
の
仕
事
で
難
し
い
の

は
、
い
か
に
お
客
様
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、

そ
れ
に
見
合
っ
た
融
資
が
で
き
る
か
と
い
う

こ
と
で
す
ね
。
お
客
様
が
お
望
み
な
の
は
融

資
の
金
額
な
の
か
金
利
な
の
か
、
そ
れ
と
も

ス
ピ
ー
ド
な
の
か
…
。
そ
れ
ら
は
お
客
様
に

よ
っ
て
違
い
ま
す
し
、
状
況
に
よ
っ
て
も
変

わ
り
ま
す
。そ
こ
を
取
り
違
え
て
し
ま
う
と
、

競
争
が
激
し
い
エ
リ
ア
で
は
他
の
金
融
機
関

に
乗
り
換
え
ら
れ
て
し
ま
い
か
ね
ま
せ
ん
。

—
—

い
く
つ
か
の
支
店
勤
務
を
経
験
さ
れ
た

後
、
本
部
の
営
業
推
進
部
に
配
属
に
な
ら
れ

ま
す
ね
。
こ
こ
で
は
ど
ん
な
お
仕
事
を
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

石
上　

融
資
残
高
を
増
や
そ
う
と
い
う
経
営

方
針
の
下
で
、
30
人
あ
ま
り
で
構
成
さ
れ
る

業
務
特
別
推
進
班
が
作
ら
れ
ま
し
た
。
私
は

そ
の
一
員
と
し
て
当
金
庫
の
中
核
を
な
す
よ

う
な
店
舗
に
配
属
さ
れ
て
、
法
人
の
お
客
様

の
新
規
開
拓
に
従
事
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
同

僚
と
融
資
残
高
を
競
う
わ
け
で
す
。

支
店
長
と
し
て
「
ワ
ン
チ
ー
ム
」
を
つ
く
り
、

店
舗
業
績
の
向
上
を
目
指
す

—
—

課
長
と
し
て
雑
司
が
谷
支
店
に
赴
任
さ

http://www.koyoerc.or.jp/sigoto.html （雇用問題研究会ホームページ）

「しごとインタビュー」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。　　

「お客様の喜ぶ姿を見たい」
という思いを胸に、相談に
応じる。

年齢や立場が異なる職員の中で一体感を作り上げるために、部下
とのコミュニケーションを心がけている。

支店長として誰もが敬遠し
がちな仕事を率先して担う
ことを心がけ、支店の業績
を示す数字を積み上げる。
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た
後
、
外
部
研
修
で
基
本
的
な
金
属
熱
処

理
技
術
を
学
び
ま
す
。
そ
の
後
、
現
場
に

配
属
さ
れ
、
Ｏ
Ｊ
Ｔ
に
よ
っ
て
仕
事
を
覚

え
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
新
入
社
員
の
早

期
退
職
を
防
ぐ
た
め
、
彼
ら
が
抱
え
る
悩

み
や
不
安
を
産
業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
相
談

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
ま
す
。

資
格
取
得
を
奨
励
し
、

様
々
な
支
援
制
度
を
整
備

同
社
で
は
、
毎
期
作
成
す
る
会
社
方
針

に
人
材
育
成
に
関
す
る
こ
と
を
必
ず
盛
り

込
ん
で
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
半
期
に
一
度

開
か
れ
る
全
社
管
理
職
会
議
に
お
い
て
も
、

人
材
育
成
や
資
格
取
得
に
関
す
る
項
目
を

入
れ
、
社
員
に
周
知
し
て
い
ま
す
。

田
島
取
締
役
は「
こ
れ
は
、わ
が
社
の『
人

材
が
第
一
』と
い
う
考
え
の
表
れ
で
す
。
金

属
熱
処
理
に
は
様
々
な
方
法
が
あ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
必
要
な
技
術
・
技
能
も
違
い
ま
す
。

当
社
で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
に
も
対
応
で

き
る
多
能
工
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
だ

け
に
社
員
一
人
ひ
と
り
が
よ
り
高
い
技
術
・

技
能
を
身
に
つ
け
る
こ
と
に
重
点
を
置
い

た
人
材
育
成
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
す
」

と
話
し
て
い
ま
す
。

同
社
で
は
ス
キ
ル
マ
ッ
プ
を
作
成
し
、

項
目
ご
と
に
社
員
一
人
ひ
と
り
の
技
術
・
技

能
の
到
達
度
を
測
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
部

署
単
位
で
上
司
が
四
半
期
ご
と
に
個
々
の

社
員
と
面
談
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
現
状
と
今

後
の
目
標
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま
す
。

内
田
雅
之
総
務
人
事
部
主
任
は
、「
ス
キ

ル
マ
ッ
プ
は
、
国
際
規
格
が
求
め
る
技
術
・

技
能
の
要
件
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
お

り
、
自
分
に
足
り
な
い
も
の
は
何
か
を
自

覚
し
、
次
の
目
標
を
ど
こ
に
置
き
、
そ
れ
に

向
か
っ
て
や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
が
明
確

に
な
り
ま
す
」と
そ
の
目
的
を
語
り
ま
す
。

社
員
の
資
格
取
得
の
た
め
の
支
援
策
も

整
備
さ
れ
て
お
り
、
外
部
セ
ミ
ナ
ー
の
受

講
料
が
補
助
さ
れ
、
会
社
が
定
め
た
難
易

度
の
高
い
資
格
を
取
得
し
た
場
合
は
一
時

金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
社
内
に
お

い
て
も
熟
練
者
を
講
師
と
し
た
講
習
や
技

能
伝
承
勉
強
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
会

社
が
推
奨
す
る
資
格
を
取
得
し
た
者
に
対

し
て
は
、
技
能
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

「
取
得
し
た
資
格
が
多
け
れ
ば
支
給
さ
れ

る
手
当
の
額
も
多
く
な
り
ま
す
。
そ
れ
が

社
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
り
、
多
能
工
化
も
促
進
し
ま
す
」（
内

田
主
任
）。
社
員
は
職
務
に
応
じ
て
取
得
す

べ
き
資
格
が
決
め
ら
れ
、
給
与
水
準
も
そ

れ
に
対
応
し
て
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
社
員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
目
的
と

す
る
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
、
同
一

工
場
内
で
行
わ
れ
ま
す
。
工
場
内
に
は
生

産
現
場
の
ほ
か
に
、
生
産
管
理
や
品
質
保

証
な
ど
様
々
な
部
署
が
あ
り
、
一
つ
の
仕

事
だ
け
で
な
く
多
様
な
仕
事
を
経
験
す
る

こ
と
で
、
幅
広
い
分
野
で
の
対
応
が
可
能

と
な
り
ま
す
。

ほ
か
に
も
階
層
別
の
教
育
体
系
を
構
築

し
て
、
各
階
層
に
応
じ
た
意
識
の
醸
成
を

促
す
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
材
育
成
体
制
に
つ
い
て
、

田
島
取
締
役
は「
た
と
え
金
属
熱
処
理
に
関

す
る
知
識
や
経
験
が
ほ
と
ん
ど
な
く
当
社

に
入
社
し
た
と
し
て
も
、
一
定
期
間
で
一

人
前
の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
は
ず

で
す
。
当
社
に
は
そ
れ
だ
け
の
教
育
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
か
ら
」と
語
っ
て
い

ま
す
。

現
場
を
肌
で
知
って
も
ら
う
た
め
に
、

就
職
希
望
者
は
ま
ず
工
場
を
見
学

株
式
会
社
オ
ー
ネ
ッ
ク
ス
は
、
１
９
５
１

年
に
大
屋
熱
処
理
株
式
会
社
と
し
て
設
立

さ
れ
、
金
属
熱
処
理
の
専
門
企
業
と
し
て

業
務
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
１
９
９
１

年
に
現
社
名
に
変
更
し
、
現
在
は
自
動
車

や
産
業
工
作
機
械
を
は
じ
め
、
建
設
機
械
、

精
密
機
械
、
航
空
機
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

分
野
で
様
々
な
部
品
の
金
属
熱
処
理
を
手

掛
け
て
い
ま
す
。
本
社
の
ほ
か
国
内
４
ヵ

所
に
工
場
が
あ
り
、
ま
た
、
技
術
研
究
所

で
は
新
技
術
の
開
発
、
新
素
材
の
研
究
に

も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

同
社
は「
企
業
を
成
長
さ
せ
る
原
動
力
は

『
人
』に
あ
る
」と
の
考
え
か
ら
人
材
教
育
体

制
を
整
備
し
、「
平
成
30
年
度　

東
京
都
中

小
企
業
技
能
人
材
育
成
大
賞
知
事
賞
」に
お

い
て
優
秀
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。

オ
ー
ネ
ッ
ク
ス
で
は
、
ま
ず
金
属
熱
処

理
の
現
場
を
肌
で
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

大
切
だ
と
考
え
、
就
職
希
望
者
に
工
場
を

見
学
し
て
も
ら
う
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
田
島
圭
子
取
締
役

は「
金
属
熱
処
理
と
い
う
仕
事
は
書
物
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
得
た
知
識
だ
け
で
は
な

か
な
か
理
解
で
き
ま
せ
ん
。
仕
事
を
知
っ

て
も
ら
う
に
は
、
実
際
に
現
場
を
見
て
も

ら
う
こ
と
が
一
番
で
す
」と
話
し
ま
す
。

工
場
見
学
の
後
、
面
接
と
適
性
検
査
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
同
社
が
求
め
る
人
材
像

は
、「
組
織
の
た
め
に
」「
自
分
で
考
え
」「
行

動
す
る
」と
い
う
三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
象

徴
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
軸
に
し
た
選
考
が
行

わ
れ
ま
す
。

新
入
社
員
た
ち
は
新
人
教
育
を
受
講
し

わ が 社 の 人 材 開 発

わが社の人材開発 ・・
・・

・・・・・・・

連載

・・
・・

・・・・・・・株式会社オーネックス 本社所在地●東京都町田市
事 業 内 容● 金属熱処理加工
従 業 員 数●282名（2020年９月現在）

多角的な人材教育制度で、
多能工を育成する
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表
情
で
相
手
に
何
か
を
伝
え
た
り
、
相
手
か

ら
何
か
を
受
け
取
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
呼
ん
で
い
る

の
で
、
学
ば
な
く
て
も
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
し
て
い
ま
す
。し
か
し
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は“
き
く
”
と“
伝
え
る
”

の
両
方
の
ス
キ
ル
が
必
要
な
の
で
す
。

職
場
で
は
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

上
手
く
い
か
な
く
て
、
様
々
な
問
題
が
発
生

し
ま
す
。
円
滑
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

図
る
た
め
に
、
企
業
で
は
リ
ス
ニ
ン
グ
の
研

修
や
、
傾
聴
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
取
り
入
れ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。特
に
管
理
職
研
修
な
ど
で
、

部
下
の
話
を
き
ち
ん
と
き
く
た
め
の
リ
ス
ニ

ン
グ
研
修
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

リ
ス
ニ
ン
グ
は
ス
キ
ル
で
あ
り
、
ス
キ
ル

と
い
う
の
は
も
と
に
な
る
知
識
が
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
知
識
を
身
に
つ
け
る
た
め
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
リ
ス

ニ
ン
グ
の
ス
キ
ル
の
も
と
に
な
る
知
識
と
し

て
、
ア
ク
テ
ィ
ヴ
・
リ
ス
ニ
ン
グ（
積
極
的

傾
聴
法
）
と
い
う
こ
と
が
取
り
入
れ
ら
れ
ま

す
。
相
手
の
語
り
を
否
定
す
る
こ
と
な
く
ま

ず
受
け
と
め
、
相
手
の
語
り
を
こ
の
よ
う
に

受
け
と
め
た
、
と
い
う
こ
と
を
言
葉
に
し
て

返
す
と
い
う
方
法
で
す
。
相
手
の
話
を
共
感

的
に
き
く
、
と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
れ
を
研
修
で
お
伝
え
し
て
い
く
と
、
管

理
者
の
方
か
ら
必
ず
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
出

て
く
る
の
が「
相
手
の
言
う
こ
と
を
受
け
と

め
て
ば
か
り
い
る
と
仕
事
に
な
ら
な
い
」
と

か
、「
ふ
ん
ふ
ん
と
聞
く
だ
け
で
は
、
相
手

が
ど
ん
ど
ん
わ
が
ま
ま
な
物
言
い
に
な
る
」

と
い
う
ご
意
見
で
す
。
そ
れ
は
研
修
で“
き

く
”
ス
キ
ル
だ
け
に
焦
点
を
当
て
て
い
て
、

“
伝
え
る
”
ス
キ
ル
の
研
修
を
同
時
に
し
て

い
な
い
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
意
見
が
出
て
く

る
の
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑

に
す
る
た
め
の
研
修
は“
き
く
”
ス
キ
ル
の

研
修
と“
伝
え
る
”
ス
キ
ル
の
研
修
の
両
方

が
必
要
な
の
で
す
。

き
ち
ん
と“
伝
え
る
”ス
キ
ル
と
し
て“
ア

サ
ー
シ
ョ
ン
”と
い
う
ス
キ
ル
が
あ
り
ま
す
。

“
ア
サ
ー
シ
ョ
ン
”
を
辞
書
で
引
く
と
主
張

と
か
断
言
な
ど
と
訳
さ
れ
る
の
で
、
本
来
の

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
意
味
と
は
異
な
り
ま
す
。

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
の
定
義
は
次
の
よ
う
に
表
現

さ
れ
て
い
ま
す
。「
ア
サ
ー
テ
ィ
ブ（
形
容

詞
）
と
は
、
自
分
も
相
手
も
大
切
に
し
た
自

己
表
現
で
す
。ア
サ
ー
テ
ィ
ブ
な
発
言
で
は
、

自
分
の
気
持
ち
、
考
え
、
信
念
な
ど
が
正
直

に
、
率
直
に
、
そ
の
場
に
ふ
さ
わ
し
い
方
法

で
表
現
さ
れ
ま
す
」（
平
木
典
子「
改
訂
版

ア
サ
ー
シ
ョ
ン
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」25
頁
）

最
近
、
部
下
の
成
長
や
信
頼
関
係
の
醸

成
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
質
の
向
上
を

目
指
し
た
１
on
１
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
成
功
さ
せ
る
キ
ー
は

“
き
く
”と“
伝
え
る
”の
ス
キ
ル
で
す
。

ま
た“
き
く
”と“
伝
え
る
”
ス
キ
ル
に
は

知
識
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
身
に
つ
く
ま

で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
で
す
。し
か
し
、

多
く
の
企
業
が
時
間
の
余
裕
が
な
い
こ
と
を

理
由
に
一
回
だ
け
の
研
修
で
終
わ
り
に
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
。
研
修
で
得
た
知
識

を
で
き
る
よ
う
に
す
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
仕

組
み
を
持
た
れ
た
と
こ
ろ
は
、
研
修
効
果
が

出
て
い
る
こ
と
を
最
後
に
お
伝
え
し
て
お
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

※
参
考
文
献
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平
木
典
子
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改
訂
版
ア
サ
ー
シ
ョ
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ト
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ー
ニ
ン
グ
」金
子
書
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０
０
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年

今
回
か
ら
4
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
企
業
研
修

の
現
場
か
ら
企
業
に
お
け
る
人
材
育
成
の
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
研
修
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
な

ど
、
読
者
の
方
に
参
考
に
な
る
こ
と
を
書
い

て
ほ
し
い
と
の
ご
依
頼
を
受
け
ま
し
た
。
ま

ず
最
初
に
私
の
専
門
分
野
を
お
知
ら
せ
し

て
、
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
分
か
っ
て

き
た
こ
と
を
、
こ
の
誌
面
を
通
し
て
お
伝
え

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私
の
専
門
分
野
は
キ
ャ
リ
ア
開
発
支
援

で
、
企
業
内
従
業
員
に
キ
ャ
リ
ア
を
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
提

供
し
て
い
ま
す
。
前
職
が
百
貨
店
で
し
た
の

で
、
顧
客
対
応
や
ク
レ
ー
ム
対
応
等
々
、
人

と
ど
の
よ
う
に
関
わ
る
か
に
つ
い
て
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
等
の
研
修
も
提
供
し
て

い
ま
す
。

私
た
ち
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
と

い
う
言
葉
を
日
常
的
に
使
っ
て
い
ま
す
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大
切
だ
」
と
い

う
こ
と
に
異
論
を
唱
え
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ

ら
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し

「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
っ
て
い
っ
た
い

何
な
の
で
し
ょ
う
か
？　
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
大
切
だ
」
と
言
い
な
が
ら
、
学
生

時
代
に「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い

て
学
ん
だ
こ
と
の
あ
る
方
は
、
ご
く
わ
ず
か

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
は
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
泣
い
た
り

笑
っ
た
り
し
な
が
ら
、
周
り
の
人
と
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り
始
め
ま
す
。
言
葉
を

知
ら
な
く
て
も
赤
ち
ゃ
ん
の
時
に
お
腹
が
す

い
た
ら
泣
き
ま
す
し
、
快
適
な
時
は
笑
顔
に

な
り
ま
す
。
ま
た
言
葉
を
覚
え
始
め
た
時
か

ら
、
言
葉
を
通
し
て
周
り
の
人
た
ち
と
や
り

と
り
を
し
ま
す
。
学
ば
な
く
て
も
、
言
葉
や

企業研修の現場から連載

浅野衣子
株式会社キャリア開発サポーターズ
代表取締役

コミュニケーションって何？

vol.11-1

あさの・きぬこ●株式会社キャリア開発サポーターズ代表取締役、キャリア開発カウンセラー (JICD・キャリア開発研究センター
認定)、キャリアコンサルタント、認定スーパーバイザー (日本産業カウあンセリング学会認定)、ナラティヴ実践協働研究センター 
スターティングメンバー、地域若者サポートステーション事業専門委員会メンバー、日本産業カウンセリング学会監事。



職業研究――2021 No.1　18

大 分 高 等 技 術 専 門 校
設置・運営●大分県
所 在 地●大分県大分市大字下宗方1035−1
訓 練 課 程● メカトロニクス科（２年制）
  電気設備科・自動車整備科・空調配管システム科・木造

建築科（１年制）
 （定員：各20名）

う
。

参
加
企
業
の
声

参
加
し
た
企
業
か
ら
は
、
訓
練
生
に
対
し

直
接
企
業
の
案
内
が
で
き
る
と
好
評
で
あ
っ

た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参
加

や
企
業
へ
の
見
学
会
を
提
案
す
る
な
ど
、
積

極
的
に
本
校
の
訓
練
生
の
採
用
に
取
り
組
む

姿
勢
も
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
参
加
を
重
ね
る
こ
と
で
人
事
担
当

者
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
が
向
上

し
、
人
材
紹
介
企
業
や
地
方
自
治
体
が
主
催

す
る
企
業
説
明
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
も

な
っ
た
、
と
い
う
意
見
も
聞
け
た
。

訓
練
生
の
声

参
加
し
た
訓
練
生
は
、「
企
業
の
採
用
担

当
者
か
ら
生
の
声
が
聞
け
て
本
当
に
有
意
義

だ
っ
た
」、「
業
界
研
究
や
就
職
先
の
選
定

に
加
え
、
昇
給
や
残
業
時
間
な
ど
、
求
人
票

で
は
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
聞
き
づ
ら
い
話

も
直
接
説
明
を
受
け
る
こ
と
で
、
安
心
し
て

就
職
で
き
る
」、「
今
後
身
に
つ
け
て
お
き

た
い
資
格
や
ス
キ
ル
な
ど
も
先
輩
か
ら
ア
ド

バ
イ
ス
を
受
け
、
今
後
の
励
み
と
し
た
い
」

な
ど
と
話
し
て
い
た
。

指
導
員
の
声

合
同
企
業
説
明
会
は
、
企
業
へ
の
参
加
依

頼
や
会
場
準
備
、
訓
練
生
に
対
し
て
の
事
前

指
導
な
ど
、準
備
の
負
担
は
確
か
に
大
き
い
。

し
か
し
、
訓
練
生
の
就
職
に
対
す
る
意
識

の
変
化
が
見
ら
れ
た
り
、
本
校
と
企
業
と
の

信
頼
関
係
が
構
築
で
き
る
こ
と
、
修
了
生

が
説
明
会
の
担
当
者
と
共
に
来
校
す
る
こ
と

で
、
将
来
の
目
標
を
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
こ

と
、
納
得
感
を
持
っ
て
就
職
す
る
の
で
離
職

率
も
減
少
し
て
い
る
こ
と
、
訓
練
生
全
体
で

就
職
活
動
を
行
う
の
で
、
個
別
指
導
の
時
間

が
減
り
、
結
果
的
に
業
務
負
担
の
減
少
に
つ

な
が
る
と
感
じ
て
い
る
こ
と
等
、
指
導
員
と

し
て
多
く
の
利
点
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
で
の
対
応
と
今
後
の
課
題

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
今
年
度
は
、
開
催
の

是
非
も
検
討
さ
れ
た
。
例
年
大
き
な
会
場
で

す
べ
て
の
企
業
お
よ
び
訓
練
生
が
一
斉
に
参

加
し
て
い
た
が
、
今
年
度
は
科
ご
と
に
会
場

を
分
散
し
、
検
温
・
会
場
の
消
毒
や
マ
ス
ク

の
着
用
を
徹
底
す
る
こ
と
で
開
催
し
た
。

今
後
の
課
題
は
、
合
同
企
業
説
明
会
の
取

り
組
み
が
業
界
団
体
に
広
が
り
、
参
加
を
希

望
す
る
企
業
が
増
加
し
た
こ
と
で
、
参
加
企

業
の
選
定
に
苦
慮
す
る
こ
と
が
あ
る
。
今
後

も
業
界
団
体
と
意
見
を
交
わ
し
、
選
定
条
件

な
ど
を
可
視
化
す
る
こ
と
で
、
選
定
の
公
平

性
に
努
め
て
い
く
。

　ま
と
め

も
の
づ
く
り
の
現
場
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
は
限
定
的
で
、
未
だ
人
手

不
足
の
状
態
が
続
い
て
い
る
。
本
校
で
も
入

校
希
望
者
の
減
少
が
続
い
て
お
り
、
企
業
が

望
む
人
手
不
足
の
解
消
を
満
た
せ
て
い
な
い
。

合
同
企
業
説
明
会
の
取
り
組
み
は
地
域
や

業
界
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
本
校
の

存
在
と
役
割
を
求
職
者
や
高
校
新
卒
者
に
伝

え
る
こ
と
に
役
立
っ
て
い
る
。
今
後
も
訓
練

生
の
就
職
支
援
の
向
上
に
努
め
、
業
界
団
体

の
期
待
に
応
え
て
い
き
た
い
。

大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校
は
、
大

分
県
が
設
置
す
る
職
業
能
力
開
発
校
で
あ

る
。
18
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
高
校
新
卒
者
や

離
転
職
者
に
対
し
、
技
術
・
技
能
の
能
力
開

発
や
各
資
格
試
験
の
取
得
の
指
導
・
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

合
同
企
業
説
明
会
の
開
催

本
校
の
就
職
支
援
で
特
徴
的
な
取
り
組
み

は
、
本
校
独
自
の
企
画
・
運
営
に
よ
る
合
同

企
業
説
明
会
の
実
施
で
あ
る
。
毎
年
８
月
に

本
校
に
隣
接
す
る
大
分
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

で
行
っ
て
い
る
が
、
平
成
25
年
度
に
開
催
し

て
以
来
毎
年
行
わ
れ
、
今
年
度
で
７
回
目
の

開
催
と
な
る
。

合
同
企
業
説
明
会
を
開
催
す
る
以
前
の
就

職
支
援
で
は
、
地
域
の
職
業
安
定
所
や
本
校

に
直
接
提
出
さ
れ
た
求
人
票
を
訓
練
生
が
閲

覧
し
、
興
味
を
持
っ
た
企
業
に
応
募
す
る
と

い
う
流
れ
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
、
こ
の
状

況
で
は
企
業
の
魅
力
や
詳
し
い
業
務
内
容
を

知
る
機
会
が
乏
し
い
こ
と
に
加
え
、
本
校
の

就
職
先
の
大
半
を
占
め
る
中
小
企
業
で
は
、

人
事
担
当
者
の
採
用
活
動
の
機
会
と
内
容
が

限
定
さ
れ
る
事
業
所
も
多
く
見
ら
れ
て
い
た
。

合
同
企
業
説
明
会
の
概
要

合
同
企
業
説
明
会
の
テ
ー
マ
は「
良
い
人

材
を
良
い
企
業
へ
」
で
あ
り
、
就
職
実
績
の

あ
る
企
業
や
本
校
に
直
接
求
人
に
来
た
企
業

な
ど
、
各
科
８
社
、
合
計
40
社
が
参
加
す
る
。

各
社
30
分
の
説
明
時
間
の
中
で
、
具
体
的

な
業
務
内
容
や
社
内
研
修
制
度
、
求
め
る
人

材
像
に
加
え
、
採
用
条
件
な
ど
を
訓
練
生
に

伝
え
、
訓
練
生
か
ら
の
質
疑
応
答
な
ど
を
行

連載

独自の合同企業説明会で
就職支援の質の向上を目指す

職 業 能 力 開 発 の 現 場 か ら

今年度の合同企業説明会の様子

木造建築科実習施工課題の模擬家屋

昨年度までの合同企業説明会の様子
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学
生
及
び
教
員
の
相
談
対
応

　
（
表
の
①
と
②
）

当
初
、
1
学
年
の
人
数
が
60
名
程
度
で
あ

り
、
全
員
に
目
を
向
け
や
す
い
と
い
う
こ
と

か
ら
、
修
士
課
程
の
大
学
院
生
の
就
職
支
援

に
重
点
を
お
い
て
一
人
ひ
と
り
の
相
談
対
応

を
行
っ
た
。

そ
の
中
で
就
職
が
な
か
な
か
決
ま
ら
ず
、

本
人
だ
け
で
は
な
く
指
導
教
員
も
苦
慮
す
る

ケ
ー
ス
が
で
て
き
た
。
こ
の
よ
う
な
学
生
が

一
人
い
る
と
、
教
員
も
数
ヶ
月
に
わ
た
っ
て

悩
み
を
抱
え
る
こ
と
に
な
り
、
ど
う
対
応
し

た
ら
よ
い
の
か
分
か
ら
な
い
、
と
教
員
か
ら

相
談
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。

な
か
な
か
就
職
が
決
ま
ら
な
い
学
生
の
話

を
聞
い
て
い
く
と
、
就
職
活
動
の
時
期
よ
り

も
前
の
大
学
生
活
に
お
い
て
何
ら
か
の
問
題

を
抱
え
て
い
る
場
合
が
多
い
こ
と
が
分
か
っ

て
き
た
。
例
え
ば
、
１
年
の
時
に
落
と
し
た

単
位
を
翌
年
以
降
に
取
ろ
う
と
気
楽
に
考
え

て
い
た
ら
、
ど
ん
ど
ん
時
間
が
足
り
な
く
な

り
、
就
職
活
動
ど
こ
ろ
で
は
な
く
な
っ
た
と

い
う
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
も
っ
と
早
く
分

か
っ
て
い
れ
ば
事
前
に
対
処
で
き
た
と
思
う

も
の
が
多
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
卒
業
・
修

了
が
迫
っ
た
段
階
で
事
後
的
な
対
応
を
し
よ

う
と
す
る
と
、
本
人
も
指
導
教
員
も
多
大
な

労
力
が
必
要
に
な
る
。

そ
こ
で
、
そ
も
そ
も
こ
の
よ
う
な
状
況
に

な
ら
な
い
よ
う
、
予
防
的
な
取
り
組
み
を
重

視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

３　

予
防
的
な
取
り
組
み（
表
の
③
）

予
防
的
な
取
り
組
み
の
中
心
は
キ
ャ
リ
ア

教
育
で
あ
る
。
そ
の
主
な
内
容
は
、
対
人
関

係
で
つ
ま
ず
か
な
い
た
め
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス

キ
ル
や
、
自
分
に
と
っ
て
の
働
く
意
義
を
考

え
る
た
め
の
自
己
理
解
、
そ
し
て
組
織
理
解

で
あ
る
。

理
学
部
は
、
そ
れ
ま
で
５
学
科
制
だ
っ
た

が
、
２
０
１
７
年
度
か
ら
１
学
科
制
に
な
っ

た
。こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
大
学
院
生
に
加
え
、

学
部
生
の
支
援
も
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。
１

学
科
制
で
は
、
新
入
生
が
入
学
し
て
か
ら
１

年
後
に
専
門
分
野
を
選
択
す
る
。
そ
こ
で
、

学
生
が
自
分
で
選
択
で
き
る
よ
う
に
キ
ャ
リ

ア
教
育
を
必
修
化
し
て
は
ど
う
か
と
提
案
し

た
と
こ
ろ
、
こ
れ
が
採
用
さ
れ
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

４　

学
部
運
営
へ
の
参
加（
表
の
④
）

日
々
の
学
業
の
中
で
、
学
生
が
つ
ま
ず
か

な
い
た
め
に
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
行
う
だ
け

で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
理
学
部
の

運
営
に
も
直
接
関
わ
る
こ
と
に
し
た
。

例
え
ば
、
学
生
の
単
位
取
得
状
況
な
ど
、

学
び
に
関
す
る
様
々
な
事
柄
を
扱
う
教
務
委

員
会
と
い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
の
委
員
会

メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
つ
ま
ず
き
そ
う
な
学
生

を
早
期
に
見
つ
け
出
し
、
対
策
を
考
え
て
い

く
。
こ
の
ほ
か
、
理
学
部
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

関
係
の
委
員
会
や
就
職
委
員
会
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
委
員
会
に
も
参
加
し
、
組
織
運
営

に
関
わ
っ
て
い
る
。

参
考
文
献
●
小
倉
泰
憲（
２
０
１
７
）「
理
学
部
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
支
援
の
取
り
組
み
」、
山
形
大
学
高

等
教
育
研
究
年
報
：
山
形
大
学
高
等
教
育
研
究
企
画

セ
ン
タ
ー
紀
要（
11
）、
22—

30

私
は
、山
形
大
学
理
学
部
に
所
属
し
つ
つ
、

全
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
授
業
も
担
当

し
て
い
る
教
員
で
あ
る
。
本
学
は
、
全
学
的

な
キ
ャ
リ
ア
支
援
機
関
と
し
て
キ
ャ
リ
ア
サ

ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
が
あ
る
が
、
今
回
紹
介
す

る
の
は
理
学
部
だ
け
の
取
り
組
み
で
あ
る
。

そ
し
て
、
理
学
部
と
い
う
組
織
に
介
入
す
る

こ
と
が
主
軸
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な

視
点
で
取
り
組
む
こ
と
で
、
様
々
な
支
援
の

意
味
が
明
確
に
な
り
、「
こ
こ
ま
で
で
き
る

の
だ
」と
い
う
こ
と
を
紹
介
し
た
い
。

１　

取
り
組
み
の
概
要

現
在
の
取
り
組
み
を
左
記
の
表
に
示
す
。

こ
れ
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
の

考
え
方
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る（
小
倉
、

２
０
１
７
）。
表
は
ま
ず
、
理
学
部
の
学
生

一
人
ひ
と
り
へ
の
関
わ
り
と
学
生
全
員
へ
の

関
わ
り
に
分
け
、
そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
を「
直

接
的
」と「
間
接
的
」に
分
け
る
。
そ
う
す
る

と
、
主
な
取
り
組
み
を
①
か
ら
④
の
よ
う
に

書
く
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

山形大学　理学部
教授

小倉泰憲

キャリアセンター通信連載 山形大学 理学部

組織介入を主軸としたキャリア支援
～理学部組織での取り組み～

■表　組織（理学部）への関わり方

学生
一人ひとり 学生全員

直接的 ①�学生の相談
対応

③�キャリア教育
の授業

間接的 ②�教員の相談
対応

④�学部運営へ
の参加
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と
い
う
話
題
に
端
を
発
し
、
日
本
の
産
業

や
制
度
、
商
品
な
ど
を
憂
う
論
調
が
高
ま
っ

て
い
た
時
期
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応

が
喫
緊
の
課
題
と
さ
れ
て
い
た
。
日
本
の
大

学
入
試
も
、
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
も

の
の
一
つ
で
、
海
外
か
ら「
風
変
わ
り
な
制

度
」と
い
う
指
摘
は
以
前
か
ら
受
け
て
い
た
。

１
９
７
１
年
に
発
表
さ
れ
た
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
教
育

調
査
団
報
告「
日
本
の
教
育
政
策
」
の
中
で
、

た
っ
た
１
日
の
試
験
で
大
学
の
入
学
が
決
ま

り
、
学
歴
を
重
ん
じ
る
制
度
の
中
で
、
人
生

が
決
ま
っ
て
し
ま
う
日
本
の
教
育
制
度
の
特

徴
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
海
外
の
試
験
制
度

を
み
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
進
学
適
性
試

験
Ｓ
Ａ
Ｔ
は
何
回
も
受
験
で
き
る
シ
ス
テ
ム

に
な
っ
て
い
る
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
高
校
卒
業

資
格
試
験
バ
カ
ロ
レ
ア
は
、
数
日
に
わ
た
っ

て
長
時
間
を
か
け
て
論
述
さ
せ
る
。
受
験
料

も
、
他
国
に
比
べ
桁
違
い
に
高
く
、
し
か
も

複
数
併
願
し
て
莫
大
な
費
用
が
か
か
る
こ
と

は
海
外
の
人
を
驚
か
せ
る
。

ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る
日
本
の
入
試
に

メ
ス
を
入
れ
る
は
ず
だ
っ
た
の
だ
が
、
実
施

さ
れ
た
共
通
テ
ス
ト
は
、
セ
ン
タ
ー
試
験
と

さ
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
入
試
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
た
だ
、
試
験
問
題
を
見
る
と
、
図
表
や

グ
ラ
フ
な
ど
の
資
料
を
読
み
解
く
力
や
思
考

力
を
問
う
よ
う
な
問
題
、
リ
ア
ル
な
状
況
で

知
識
を
活
用
す
る
問
題
な
ど
工
夫
さ
れ
て
お

り
、
問
題
作
成
者
の
努
力
が
見
て
取
れ
る
。

こ
れ
ま
で
は
知
識
を
覚
え
て
答
え
る
問
題
が

少
な
く
な
か
っ
た
が
、
問
題
の
内
容
に
つ
い

て
は
一
変
し
た
印
象
が
残
っ
た
。

あ
ら
た
め
て
文
部
科
学
省「
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
」
検
討
・
準
備
グ
ル
ー
プ
が
示
し
た

「
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
実
施
方
針
策
定
に

当
た
っ
て
の
考
え
方
」
を
読
む
と
、
共
通
テ

ス
ト
の
目
的
と
し
て「
共
通
テ
ス
ト
は
、
大

学
入
学
希
望
者
を
対
象
に
、
高
等
学
校
段
階

に
お
け
る
基
礎
的
な
学
習
の
達
成
の
程
度
を

判
定
し
、
大
学
教
育
を
受
け
る
た
め
に
必
要

な
能
力
に
つ
い
て
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

す
る
。
こ
の
た
め
、
各
教
科
・
科
目
の
特
質

に
応
じ
、
知
識
・
技
能
を
十
分
有
し
て
い
る

か
の
評
価
も
行
い
つ
つ
、
思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力
を
中
心
に
評
価
を
行
う
も
の
と
す

る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
体
現
し
て

い
た
出
題
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

社
会
を
み
れ
ば
、急
速
に
職
業
の
高
度
化
・

専
門
化
が
進
ん
で
い
る
し
、
新
た
な
も
の
が

次
々
に
生
み
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
状
況
に

対
応
す
る
た
め
に
は
、
専
門
的
な
知
識
や
高

度
な
技
能
を
学
び
続
け
る
し
か
な
い
。

こ
れ
ま
で
は
、
企
業
内
研
修
や
自
己
研
鑽

で
対
応
で
き
た
面
も
あ
る
が
、
絶
え
間
な
く

生
ま
れ
る
技
術
革
新
、
日
進
月
歩
の
知
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
高
度
な
教
育
機
関
を
活

用
す
る
し
か
な
い
。
必
要
と
さ
れ
る
膨
大
な

知
識
を
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
学
ぶ
た
め
に

は
、
大
学
教
育
は
変
わ
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
今
、

大
学
改
革
が
進
ん
で
い
る
。
す
る
と
、
大
学

入
試
は
入
学
者
を
公
平
・
公
正
に
選
抜
す
る

試
験
と
し
て
で
は
な
く
、
大
学
教
育
を
受
け

る
た
め
の
基
礎
的
な
知
識
技
能
や
意
欲
を
備

え
て
い
る
か
を
判
断
す
る
適
性
判
断
の
役
割

に
変
わ
る
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め
の
入
試

改
革
だ
っ
た
。
小
中
高
で
は
、
児
童
生
徒
が

ど
の
よ
う
な
専
門
性
を
備
え
た
い
の
か
を
自

ら
考
え
ら
れ
る
よ
う
な
改
革
が
進
ん
で
い

る
。
入
学
者
選
抜
と
し
て
の
役
割
に
偏
っ
た

共
通
テ
ス
ト
の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
が
、
今
後

変
わ
っ
て
い
く
と
予
想
し
て
い
る
。

今
年
１
月
16
日（
土
）、
17
日（
日
）
に
、

セ
ン
タ
ー
試
験
に
代
わ
る
大
学
入
学
共
通
テ

ス
ト
が
実
施
さ
れ
た
。
毎
年
１
月
中
旬
の
土

日
の
２
日
間
、
数
十
万
人
の
受
験
生
が
全
国

各
地
で
同
時
に
共
通
し
た
問
題
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
て
40
年
以
上
に
な
る
。

１
９
７
９
年
か
ら
実
施
さ
れ
た「
大
学
共

通
第
一
次
学
力
試
験（
共
通
一
次
試
験
）」、

そ
れ
に
代
わ
っ
て
１
９
９
０
年
か
ら「
大
学

入
学
者
選
抜
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験（
セ

ン
タ
ー
試
験
）」、
そ
し
て
、
今
年「
大
学
入

学
共
通
テ
ス
ト（
共
通
テ
ス
ト
）」
に
代
わ
っ

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
入
試
が
ど
の
よ
う
な
理
由

で
導
入
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
違
い
が
あ
る
の

か
、
知
ら
な
い
人
は
多
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。
こ
こ
で
は
、
共
通
テ
ス
ト
に
つ
い
て

取
り
上
げ
た
い
と
思
う
。

平
成
25
年（
２
０
１
３
年
）
６
月
６
日
、

日
本
経
済
新
聞
の
朝
刊
一
面
の
ト
ッ
プ
記
事

に「
セ
ン
タ
ー
試
験
廃
止
へ　

文
科
省
、
複

数
回
の
新
テ
ス
ト
検
討
」
と
大
き
く
報
じ
ら

れ
、
教
育
関
係
者
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え

た
。
そ
の
記
事
は
、
文
部
科
学
大
臣
の
諮
問

を
受
け
て
、
文
部
科
学
省
中
央
教
育
審
議
会

で「
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
を
は
じ
め
と

す
る
高
等
学
校
教
育
と
大
学
教
育
の
円
滑
な

接
続
と
連
携
の
強
化
の
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
」
検
討
し
て
い
た
会
議
で
の
内
容
を
報
じ

た
も
の
だ
っ
た
。
セ
ン
タ
ー
試
験
を
変
え
る

理
由
は
、
簡
単
に
言
え
ば「
世
の
中
大
き
く

変
化
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
高
校
教
育
も
大

学
教
育
も
変
わ
ら
な
け
れ
ば
大
変
な
こ
と
に

な
る
の
で
、
急
ぎ
改
革
し
、
そ
の
二
つ
を
接

続
す
る
入
試
も
変
え
ろ
」と
い
う
内
容
だ
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
報
じ
ら
れ
た
頃
は
、
日

本
の
携
帯
電
話
が
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
化
し
て
い
る

キャリア指導の現場から 連載

共通テストが始まった

東洋大学経営学部 非常勤講師
公益財団法人 日本進路指導協会 理事・調査部長       

千葉吉裕
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体の距離と心の密
− 子どもたちの自己肯定感を考える　その10 −

ス ク ー ル カ ウ ン セ ラ ー 風 便 り
　　　第45回

東京都スクールカウンセラー（臨床心理士／公認心理師）

金屋光彦

に向けての初心の心を思い出すことができた」（ NAさん）
「仕事に対する可能性や視野が、一気に広がりました。

毎回の課題に対する先生の返信もとても丁寧で、一人ひ
とりしっかりと、確認してくれているんだなと思い、毎
週返信を楽しみに課題を頑張ることができました」（ NR
さん）
「キャリアデザインの授業を通して、まず自分に自信が

ついたこと、そして将来に期待が持て、自分で何かをやっ
てみようと思えるようになったことが一番大きな変化で
あった。毎授業ごとに下さる心のこもったメッセージ、
私たちの状況を理解し、認めてくれる居場所のようなも
のを作ってくださった先生に感謝します」（ TSさん）

最後のTSさんは、「先生の返信に、いつも心が救われ
ています」と記してくれたこともあった。それほど、学生
たちはコロナ禍で心理的に追い込まれていたのだろう。

多様性と連帯感を育む集団ワークはできずとも、学生
個々のキャリア開発は進んだ。大量のレポート読破に追
われた日々も、彼らのがんばりとコメントのおかげで、
私も救われ、報われた思いである。

3 体の距離を取りながら、心の密をどう保つのか？
子どもは本来、密な関係を通して成長するものである。

集い群れる中で、共感能力や優しさが身につく。また仲
間との共同の学びを通して、協力連帯等の社会性を獲得
する。

何より、乳幼児期の母親の抱っこは、人への信頼感を
培う重要な密接交流である。それは、生きる原動力であ
る自己肯定感の芯を形成する。養育者との一貫した密な
情緒交流がなければ子は育たない。それは英国心理学者
ハーロウの実験やイスラエルの農業共同体キブツでの子
育てから周知の事実である。母親がコロナに感染し、数
週間子どもと引き離される体験は、愛情剥奪と言える。
愛着対象を奪われた衝撃は負の痕跡として、青年期以降
の人生に暗い影を落としかねない。　

今、口元や表情が読めないマスク姿の保育士の下で、
園児の言葉や感情の獲得が遅れがちと言われる。また給
食を黙って取る黙食や、一列で黙り下校する等の現象が、
公立学校で広がっている。

小さい子ほど、密を避ける新たな生活様式は負の影響
が大きい。飛沫防止の肉体距離を取りつつ、どう心の密
を保っていくのか――？　われわれ大人が、今そのこと
を切実に問われている。

1 子どもたちの我慢も限界
コロナ騒動も早１年が過ぎた。三密回避行動が日常化

する中で、人と自由に会えず、楽しい会食やスポーツ、
観劇や旅行といった、生きる喜びを分かち合い、生きる
辛さを癒し合う、かけがえのない触れ合いタイムを奪わ
れて久しい。

学校に集う子どもたちも、緊急事態宣言で分散登校が
再開、部活はできず、生活リズムがとれず心身の疲弊は
積み重なって、コロナストレスがコロナ鬱へと変容しつ
つある。

今や彼らの堪忍袋はパンパンに張って、爆発寸前であ
る。ストレス耐性袋の大方がコロナで占められ、他の日
常ストレッサーが重なれば、たちまち問題行動として顕
在化する。多感で不安定な発達ステージを、ガラスの心
で生きる彼らの辛抱は、限界に来ている。

私が勤務する都立高校でも、個別面接続きで、昼食が
夕方になってイブニングランチになる日も珍しくない。
十代の自殺、それも女子高校生の自殺急増の中で、破綻
を招かないよう養護教諭や担任教師らと綿密に連携をと
りながら、注意深く支援を続けている。

2 リモート授業の顛末
このコロナ禍で大学もリモート授業中心となった。私

のクラス133名の学生に対して、非対面でどれだけの教
育ができるのか、当初は非常に不安だった。

実際に始めてみると、時間がいくらあっても足りな
いと感じる一方で、活用次第で学生に寄り沿った指導が
できることを実感した。心理不安からか薄い内容の論文
を提出する学生も当初散見されたが、彼らに潜在する良
き資質や努力と進歩の跡を見つけ、それらを明確化して
フィードバックに努めた。それは効果てきめんだった。
次第に、学生たちも腰が入り、集中して取り組み出した。
資料もよく読み深く考えて、オリジナリティに富んだコ
クのあるレポートを、提出するようになっていったので
ある。

個別交流の授業展開の様相となり、このやりとりは結
果的に、コロナ禍で不安をかこつ学生たちに、潤いを与
えメンタルの安定を図る営みにもなったと考えられる。
彼らの授業後の感想の一部を紹介したい。
「自粛期間中は、今やっていることに意味がないような

気持ちで不安になったり、何が正解かわからなくなった
りしたが、この授業で大学に来た理由や、就きたい職業

連載
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２
０
２
１
年
卒
の
就
職
活
動
は
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
禍
に
よ
り
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

ま
し
た
。
特
定
の
業
界
が
採
用
活
動
を
急

き
ょ
停
止
し
た
り
、
採
用
人
数
を
大
幅
に
縮

小
し
た
り
す
る
動
き
は
メ
デ
ィ
ア
で
も
広
く

報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
影
響
に
よ
り
進
路

変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
学
生
は
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
。
今
回
は
大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
で
就
職
支
援
に
従
事
し
て
い
る
私
が
昨

年
、
実
際
に
相
談
を
受
け
た
学
生
の
事
例
を

紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

航
空
業
界
志
望
の
Ａ
さ
ん
の
例

大
手
航
空
会
社
２
社
が
採
用
の
縮
小
を
発

表
し
た
５
月
の
上
旬
、
航
空
業
界
を
志
望
し

て
い
る
女
子
学
生
が
相
談
に
来
ま
し
た
。
内

容
と
し
て
は
、
他
に
や
り
た
い
こ
と
を
見
つ

け
て
就
職
活
動
を
進
め
た
い
が
、
ど
う
し

て
も
興
味
の
あ
る
業
界
が
見
つ
か
ら
な
い

と
い
う
こ
と
で
し
た
。「
航
空
業
界
で
働
き

た
い
！
」と
い
う
思
い
が
強
す
ぎ
て
、
他
の

選
択
肢
に
肯
定
的
に
な
れ
な
い
と
い
う
こ
と

だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

①　

心
の
モ
ヤ
を
取
り
除
く

前
記
の
よ
う
に
本
人
が
抱
え
る
課
題
に
つ

い
て
わ
か
っ
た
と
し
て
も
、
す
ぐ
に
考
え
ら

れ
る
解
決
策
を
提
示
し
た
り
は
し
ま
せ
ん
。

本
人
が「
仕
事
を
探
し
た
い
」と
い
う
思
い

の
上
に
、
就
職
活
動
へ
の「
不
安
」や「
憤
り
」

と
い
う
モ
ヤ
が
か
か
っ
て
お
り
、
す
ぐ
に
動

き
出
せ
る
状
態
で
は
な
い
か
ら
で
す
。

Ａ
さ
ん
は
航
空
業
界
で
働
く
こ
と
が
子
供

の
頃
か
ら
の
夢
で
、
自
分
の
実
力
と
は
関
係

な
く
そ
の
選
択
肢
が
閉
ざ
さ
れ
た
と
感
じ
て

http://www.koyoerc.or.jp/career.html

し
ま
っ
て
い
る
の
で
す
。
ま
ず
は
そ
の
気
持

ち
に
寄
り
添
い
、
共
感
し
な
が
ら
言
葉
を
返

す
よ
う
意
識
し
て
聞
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

私
は
Ａ
さ
ん
が
話
し
や
す
い
雰
囲
気
づ
く
り

を
心
が
け
、
不
安
や
辛
さ
を
思
う
存
分
に
話

し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
気
持
ち
の

整
理
が
進
み
、「
折
り
合
い
を
つ
け
て
前
に

進
み
た
い
」と
素
直
な
感
情
が
表
に
出
て
く

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

② 　

な
り
た
い
自
分
を
具
体
的
に
想
像
で
き
る

他
の
業
種
を
探
す
こ
と
に
前
向
き
に
な
れ

た
Ａ
さ
ん
。
次
は
本
人
の
興
味
・
関
心
に
つ

い
て
探
る
た
め
、
希
望
し
て
い
た
航
空
業
界

の
ど
ん
な
と
こ
ろ
を
魅
力
的
に
感
じ
た
か
を

掘
り
下
げ
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
こ

で
は
、
航
空
業
界
に
入
る
こ
と
で「
ど
の
よ

う
に
な
れ
る
と
思
っ
た
か
」、「
ど
の
よ
う
な

能
力
が
身
に
つ
く
と
思
っ
た
か
」を
聞
い
て

い
き
ま
し
た
。
航
空
業
界
へ
の
希
望
が
漠
然

と
し
た
憧
れ
か
ら
来
て
い
た
よ
う
だ
っ
た
の

で
、
そ
こ
を
具
体
的
に
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
ま
し
た
。

丁
寧
に
質
問
を
重
ね
て
い
く
と
、
Ａ
さ
ん

か
ら「
英
語
や
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
精
神
を
身

に
つ
け
て
、
自
分
の
市
場
価
値
を
上
げ
た

か
っ
た
」と
い
う
こ
と
を
聞
き
出
せ
ま
し
た
。

言
い
換
え
る
と「
汎
用
的
な
ス
キ
ル
を
身
に

つ
け
て
社
会
で
活
躍
し
た
い
」と
い
う
こ
と

の
よ
う
で
す
。
こ
れ
が
ぼ
ん
や
り
し
て
い
た

本
人
の
希
望
が
言
語
化
さ
れ
た
瞬
間
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
。

③　

未
来
に
向
け
て
働
く
自
分
を
想
像
で
き
る

あ
と
は
職
種
や
業
種
を
絞
っ
て
い
く
こ
と

に
な
り
ま
す
。
膨
大
に
あ
る
中
か
ら
見
つ
け

る
の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
私
の
場
合
は

「
未
来
に
向
け
て
働
く
姿
を
想
像
で
き
る
」よ

う
支
援
し
て
い
ま
す
。
目
先
の「
こ
う
な
り

た
い
」だ
け
で
な
く
、
将
来
的
に「
誰
に
」対

し
て「
ど
の
よ
う
に
」影
響
し
た
い
か
を
想

像
す
る
こ
と
が
、
希
望
業
種
を
絞
る
こ
と
に

つ
な
が
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の

時
に「
そ
の
よ
う
に
思
っ
た
キ
ッ
カ
ケ
」も

注
意
深
く
聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
本
人

の
希
望
が
経
験
や
背
景
と
リ
ン
ク
し
て
い
る

と
、
納
得
感
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
。

こ
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
こ
と
で
、
Ａ
さ

ん
は「
世
界
中
の
人
に
自
分
の
影
響
力
を
発

揮
し
た
い
」と
い
う
気
持
ち
に
気
が
つ
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
　相

談
を
通
じ
て
Ａ
さ
ん
は「
汎
用
的
な
ス

キ
ル
を
身
に
つ
け
た
い
」、「
世
界
中
の
人
に

自
分
の
影
響
力
を
発
揮
し
た
い
」と
い
う
二

つ
の
希
望
が
ハ
ッ
キ
リ
し
ま
し
た
。
こ
こ
ま

で
き
て
よ
う
や
く
、
業
界
研
究
や
企
業
探
し

の
方
法
に
つ
い
て
案
内
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
自
分
の
目
指
す
も
の
が
は
っ
き
り

し
た
こ
と
で
、
積
極
的
に
就
職
活
動
に
も
取

り
組
め
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

結
果
的
に
Ａ
さ
ん
は
自
分
の
価
値
観
に

あ
っ
た
企
業
を
見
つ
け
、
内
定
を
獲
得
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。就
職
支
援
に
お
い
て
、

学
生
の
気
持
ち
に
寄
り
添
っ
て
、
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
働
き
か
け
る
こ
と
の
大
切
さ
に
あ

ら
た
め
て
気
が
つ
か
さ
れ
た
次
第
で
す
。

vol.26-1キャリアカウンセリングの現場から連載

不安で辛い状態から
前向きな気持ちへ

加藤　駿
駒澤大学　キャリアセンター

（雇用問題研究会ホームページ）

「キャリアカウンセリングの現場から」のバックナンバーがウェブサイトで読めます。



は、“プロ（専門家）のキャリアカウンセラー／キャリアコンサルタント”の養成、スキル向上、指導者養成までを、体系的に行っている専業機関です
特定非営利活動法人キャリアカウンセリング協会 研修担当

」厚労大臣指定更新講習30講座！ 詳細は学習専用サイト ラーニング＆トレーニング で検索

講師：慶應義塾大学名誉教授  花田光世先生 ほか　各領域の第一線の学識者・専門家による講義

【CCA】キャリアコンサルタント向け知識講習（Web）
１対１の対人支援にとどまらず、組織開発・組織活性化、人事との協業といったテーマを真正面から
見据えたWeb学習（厚労大臣指定キャリアコンサルタント更新講習）です。実践に基づいた講師陣
の知見や豊富な事例が、実際のキャリア支援の現場で役立てられることを強く意図しています。

名
受講済

～～ ～

基礎理論コース
対　象 ●中学校・高等学校の進路指導・キャリア教育担当者、スクールカウンセラー
 ●大学・短大・専門学校のキャリア支援・就職指導担当者
 ●職業安定・職業能力開発機関の担当者 
 ●職業相談・就業支援・教育相談機関等の担当者 
 ●キャリアコンサルタント、キャリア・カウンセラー、産業カウンセラー及びそれらを目指している方

コース 内　　容

KN式クレペリン作業性格検査は、２数の加算を行うことによって得られる作業量や作業曲線、作業の質などの結果か
ら、個人の性格面にかかわる特性を総合的にとらえようとするものです。この検査を実習し、コンピュータ判定結果の読
み方等を説明します。また、各種の性格検査について概説し、個性理解について考えます。

職業レディネス・テスト（VRT）は、「自己理解を通じて職業探索へ、職業探索を通じて自己理解へ」という理念のもと、
若者（中学・高校生をはじめ、大学生、社会人など）の職業への興味・自信の方向性をキャリア発達の観点から捉え
ようとするものです。ホランドの職業選択理論を踏まえて、その実施と活用について説明します。

厚生労働省編 一般職業適性検査（GATB）は、多様な職業分野で仕事をする上で必要とされる代表的な９種の能力
（適性能）を測定することにより、自己理解や適職領域の探索等、望ましい職業選択を行うための情報を提供します。そ
の実施方法と採点の方法を説明します。また、職業適性の理念や結果の解釈について説明します。

アセスメント・ツールを活用したキャリア・コンサルティングの考え方や進め方について説明します。また、各ツール
（VRT、GATB）の結果の解釈について、事例研究を通して学びます。受講生によるグループワークを取り入れたコース
となっています。　●「ＶＲＴコース」及び「ＧＡＴＢコース」を修了された方が対象です。

※ご希望のコースを自由に組みあわせて受講できます。ただしキャリア・コンサルティングは、「ＶＲＴ」及び「ＧＡＴＢ」コースを受講された方に限ります。

KN式クレペリン

VRT

GATB

キャリア・
コンサルティング

●開催日程、コース、会場等、詳しくはホームページでお知らせいたします。お申込みもサイト内専用フォームからできます。
http://www.koyoerc.or.jp
一般社団法人 雇用問題研究会 http://www.koyoerc.or.jp  〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 ●電話 03-5651-7072

読者プレゼント

キャリア・コンサルティング セミナー
個人主導のキャリア形成が求められる中、それを支援するキャリアコンサルティングの重要性は、社会でも広く認められつつあります。
それとともにキャリアコンサルティングに不可欠なアセスメント・ツールも一層効果的な活用が期待されています。雇用問題研究会では、
当研究会で発行している各種アセスメント・ツール、心理（適性）検査を効果的にご活用いただくために、セミナーを開催しております。
各種ツール、心理検査等の理論・実施方法・活用方法等を解説いたします。

キャリアコンサルティングに必須のアセスメント・ツールの有効活用をマスターする

キャリア・インサイトの機能と活用

キャリア・インサイト講習会
キャリア・インサイトは、利用者自身がコンピュータを使いながら、職業選択に役立つ適性評価、適性に合致した職業リストの参照、職業情報
の検索、キャリアプランニングなどを実施できる総合的なキャリアガイダンスシステム（CACGs）です。その機能と活用について習得します。



対象■中学・高校・高専・専門学校・短大・大学・職業訓練校・職業相談機関等
編著■独立行政法人 労働政策研究・研修機構

職業への興味・関心を通じて「自分自身」を考えることをサポート

Social

Artistic

InvestigativeRealistic

Conventional

Enterprising

Realistic

Social

ArtisticConventional

Enterprising

Investigative

R 機械や物を対象とする具体的な活動
Ｉ 研究や調査などの活動
A 音楽、美術、文芸など芸術的な活動
S 人と接したり、人を援助する活動
E 新しい企画を考えたり、組織を運営する活動
C 定まったやり方に従って行う事務的な活動

情報 知識や情報、データに関わる活動
人  人と直接関わる活動
物 機械や道具などのものを扱う活動

VRTでわかる職業への興味と自信の方向 VRTでわかる日常生活での興味の方向

●問題用紙 
●回答用紙（中学生用／高校生以上用） 
●結果の見方・生かし方
●コンピュータ判定料…………… 340円

300円
640円

１名分料金（税込）

一般社団法人 雇用問題研究会
発行所 〒103-0002 東京都中央区日本橋馬喰町1-14-5 日本橋Kビル2F

http://www.koyoerc.or.jp　電話03-5651-7071

中学生
高校生

●問題用紙 
●回答用紙（高校生以上用） 
●結果の見方・生かし方
●大学生等のための職業リスト
●コンピュータ判定料…………… 300円

●手引……………………………1,430円

360円
660円

大学生
社会人

コロナ禍で
職場体験、就業体験が
中止・縮小されても、

VRTの実施が
キャリア教育に

大いに有効です！

683153




